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はじめに

このたびはセーフティレーザスキャナ形OS32C(以下OS32Cと呼びます)をお買い上げいただき、ありがとうございます。

本書は、形OS32C-□□□-DMをEtherNet/IPで各種機器に接続する手段とその確認方法について説明しています。

本書は、必ず、「セーフティレーザースキャナ OS32Cシリーズ ユーザーズマニュアル(SCHG-729)」(以下OS32Cユーザ

ーズマニュアルと呼びます)と共にご使用ください。

ご使用に際して下記のことを守ってください。

・OS32Cは設置される機械について十分に理解されている「責任者」がお取り扱いください。

・本書の中で「責任者」とは、機械の設計・設置・運用・保守・廃棄の各段階において、安全確保を行うための資格および

権限と責任のある人物のことです。

・OS32Cは、設置環境、機械の性能・機能に対応して正しく使用されることが前提となっています。関係者によるリスクア

セスメントを実施した上での設置をお願いします。

・ご使用の前に本書をよく読んで十分にご理解の上、正しくご使用ください。

・本書はいつでも参照できるように、お手元に大切に保管してください。

商標

・ Windows、Windows XP、Windows 7、Windows 8.1、Windows 10は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の

国における登録商標または商標です。

・ ODVA、EtherNet/IPTM、DeviceNetTM、ControlNetTM、 CIPTM、CIP SafetyTM はODVA, Incの商標です。

・ その他記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。

・ スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています。
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｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1. 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

(1)  ｢当社商品｣ ： ｢当社｣の Ｆ Ａ システム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

(2)  ｢カ タ ログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その

他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

(3) ｢利用条件等｣ ： ｢カ タ ログ等｣に記載の、 ｢当社商品｣の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方

法、 利用上の注意、 禁止事項その他

(4) ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、

機器、 設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

(5) ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財産の非侵害、 (d)法

令の遵守および(e)各種規格の遵守

2. 記載事項のご注意

｢カ タ ログ等｣の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値

の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

(2) 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものでは

あ り ません。

(3) 利用事例はご参考ですので、 ｢当社｣は｢適合性等｣について保証いた しかねます。

(4) ｢当社｣は、 改善や当社都合等によ り、 ｢当社商品｣の生産を中止し、 または｢当社商品｣の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3. ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

(2) お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

(3) ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と

をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

(4) ｢当社商品｣をご使用の際には、 (i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、 冗長設計な

どの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に

危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の

定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

(5) 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不

正アクセスによ り、 「当社商品」、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機

器、 コ ンピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データベースが感染し た と し ても、 そのこ と によ り直

接または間接的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 ①アンチウイルス保護、 ②デー タ入出力、 ③紛失デー タの復元、 ④ 「当社商品」

またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、 ⑤ 「当社商品」 に

対する不正ア クセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
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(6) ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用

途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、 ｢当社｣は｢当

社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっ て も、 「当社」 の意図し た

特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。

(a)高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇

降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

(b)高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24時間連続運転システム、 決

済システムほか権利 ・ 財産を取り扱う用途など）

(c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を

被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

(7) 上記3.(6)(a)から(d)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ）

向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動車搭載用商品については

当社営業担当者にご相談 く だ さい。

4. 保証条件

｢当社商品｣の保証条件は次のとお り です。

(1) 保証期間 　 ご購入後 １ 年間といた し ます。

（ただ し｢カ タ ログ等｣に別途記載がある場合を除きます。）

(2) 保証内容 　 故障し た｢当社商品｣について、 以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で実施し ます。

(a)当社保守サービス拠点における故障し た｢当社商品｣の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

(b)故障し た｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供

(3) 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用

(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用

(c)本ご承諾事項｢3. ご利用にあたっ てのご注意｣に反するご利用

(d)｢当社｣以外による改造、 修理による場合

(e)｢当社｣以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f)｢当社｣からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g)上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5. 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 ｢当社商品｣に関する保証のすべてです。

｢当社商品｣に関連し て生じ た損害について、 ｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任を負いません。

6. 輸出管理

｢当社商品｣または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本

および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 ｢当社商品｣ま

たは技術資料をご提供できない場合があ り ます。

7. 特許

当社商品の電子および光学に関連する仕様および性能基準は、 以下の米国特許によ り保護されていま

す。

- 米国特許番号 ： 6,665,621、 6,753,776、 6,493,653、 6,587,811; 7,965,384

他の特許については出願中です。
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安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 OS32C を安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示し てい

ます。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ていますので、 必ず守っ て く だ さい。

表示 と記号は次のとお り です。

図記号の意味

警告表示

EtherNet/IPを介し たシステムおよびエ リ アの状態に関するモニ タ情報は、 診断の目的にのみ使用

するためのものです。 安全に関する機能では使用し ないで く だ さい。

EtherNet/IPを介し てモニ タ される計測データは、 診断の目的にのみ使用するためのものです。 安

全に関する機能では使用し ないで く だ さい。

計測レポー ト の設定が、 意図し た計測データ形式と なっ ているか必ず確認し て く だ さい。

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 発生し う る危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万
一の場合には重傷や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける恐
れがあり ます。

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 時に軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 ある
いは物的損害を受ける恐れがあり ます。

禁止
一般的な禁止を示し ます。

特定し ない一般的な使用者の行為を指示する図記号
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1. はじめに
EtherNet/IP および計測デー タ 対応のセー フ テ ィ レーザスキ ャ ナ形OS32C-□□□-DMは、 EtherNet/IP通信

ODVAガイ ド ラ イ ンに準拠し た製品からのモニ タ リ ングが可能です。 EtherNet/IP対応OS32CがEtherNet/IPオ

リ ジネータ （マス タ） デバイスのターゲ ッ ト （スレーブ） デバイス と し て機能し ます。 これによ り、 複数の

EtherNet/IPマス ター デバイスで1台のOS32Cユニ ッ ト をモニ タ し た り、 あるいは、 1台のEtherNet/IPマス ター

デバイスで複数のOS32Cをモニ タする こ とができます。

セーフ テ ィ レーザースキャナ形OS32C-□□□-DMは、 システムの状態と検出距離測定データ を監視するため

のEtherNet/IP通信イ ン ターフ ェースを提供し ます。 EtherNet/IPは、 産業環境での使用に適し た通信システム

です。EtherNet/IPを介し て産業用機器は時間のタ イムク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ン情報を交換できます。

この産業用機器には、 センサ/アクチュエータ などの単純な入出力装置のほか、 ロボ ッ ト 、 プログラマブルロ

ジ ッ ク コ ン ト ローラ、 溶接機、 プロセス コ ン ト ローラなどの複雑な制御機器が含まれます。 EtherNet/IPは共

通のネ ッ ト ワーク層、 ト ラ ンスポー ト 層、 およびアプ リ ケーシ ョ ン層に、 ControlNet と DeviceNetにおいても

使用されるCIP (Common Industrial Protocol)を使用し ています。 EtherNet/IPは、 標準イーサネ ッ ト とTCP/IP技

術を活用し てCIP通信パケ ッ ト を伝送し ます。 これによ り、 広 く 普及し ているオープンなイーサネ ッ ト および

TCP/IPプロ ト コルの上に、 一般的なオープンアプ リ ケーシ ョ ン層が構築されます。 EtherNet/IPは、 タ イムク

リ テ ィ カルな制御データ を交換するためのプロデューサ/ コ ンシューマモデルを提供し ます。 プロデューサ/

コ ンシ ューマモデルを使用する と、 デー タ を複数の宛先に複数回送信する必要な く 、 1台の送信側デバイス

（プロデューサ） と複数台の受信側デバイス （コ ンシューマ） の間でアプ リ ケーシ ョ ン情報を交換できます。

EtherNet/IPの場合、 これは、 IPマルチキャス ト 技術と と もにCIPネ ッ ト ワークおよび ト ラ ンスポー ト 層を利用

する こ と で実現されます。 単一の生産デバイスが生成し た同じ アプ リ ケーシ ョ ン情報を複数のEtherNet/IPデ

バイスが受信できます。EtherNet/IPは標準IEEE 802.3を利用し ています。時間確定性を改善し よ う とする非標

準の追加はあ り ません。 むし ろ、 EtherNet/IPは、 100 Mbpsの帯域幅と全二重動作を備えた商用スイ ッ チ技術

の使用を推奨する こ と でよ り時間確定的なパフ ォーマンスを提供し ます。

EtherNet/IP対応OS32Cでは、 標準EtherNet/IPによる通信を使用し、 CIP Safetyプロ ト コルは使用し てお り ま

せん。 レーザースキャ ナからの通信デー タ を機能安全目的に使用し ないで く だ さ い。 レーザスキャ ナ との

EtherNet/IP 通信は、 非安全用途のモ ニ タ リ ン グ お よ び非安全用途で あ る 警告エ リ アの変更専用で す。

EtherNet/IPのオ リ ジネータデバイスから、 OS32Cの検知エ リ アの状態、 入出力の状態、 設定のチ ェ ッ クサム

値などをモニ タ リ ングする こ とが可能です。 本書では、 OS32Cのデータ アセンブ リ に関する詳細、 および汎

用PLC と OS32C間の通信の設定手順などを記載し ています。 また、 OS32C とパソ コ ンベースのデバイス間の

通信設定に関する情報など も盛り込んでいます。
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2. 検出距離データの精度

*1. 反射体の高さは、 アプ リ ケーシ ョ ンや検出距離に応じ て300mm以上、 1000mm以下と し て く だ さい。

*2. Aを最大予測誤差とする場合、 式n×A+Bを使用し て く だ さい。 このと き、 nはsの任意の乗数 （1, 2, 3…） と

し、 Bは30mmの最大系統誤差と し ます。 検出物体の背景に反射体がある場合は、 追加の誤差についてOS32C

ユーザーズマニュアルの表7-2を参照し て く だ さい。 光路付近にある物体など、 計測条件によ っ ては、 これ以

外の誤差要素が生じ る場合があ り ます。

*3. 最大検出距離は、 適用する計測精度や環境条件 （煙など）、 ウ ィ ン ド ウや対象物の汚れなどによ っ て異な

り ます。

非安全用途の場合、1シグマの値を使用し てOS32C-DMの検出距離の精度を求める こ とができます。この場合、

以下の計算式が適用できます。

検出距離の精度 = (n × A) + B

n ：1σ (シグマ)

A ：ラ ンダム誤差

B ：系統誤差

 

た と えば、 検出距離1000mmで反射率50%の場合、 検出距離の精度は次のよ う に予測できます。

上記の属性値と表から得られる値 （A=10 mm、 B=30mm） を使用する と、 検出距離1000mmで反射率50%の場合

精度は、 (10mm) + 30mm =±40mmと な り ます。

  検出物体の反射率に対する確率1δの推定ラ ンダム誤差 (mm) (A) *2

検出距離

(mm)

反射体の推奨最小幅

（mm） *1
1.8% 5% 10% 25% 50% 75% 100%

回帰反射

(330/sr)

250 70 20 10 10 10 10 10 10 10

500 70 20 10 10 10 10 10 10 10

1000 70 20 10 10 10 10 10 10 10

2000 70 20 20 10 10 10 10 10 10

3000 70 20 20 10 10 10 10 10 10

4000 70 20 20 20 20 20 20 20 20

5000 80 30 20 20 20 20 20 20 20

7500 120  40 20 20 20 20 20 20

10000 150   40 20 20 20 20 20

20000 300    40 20 20 20 20

30000 450 30 30 30 30

40000 600 推奨検出距離の範囲外 *3 30 30 30

50000 750   40 40
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3. レーザスキャナの設定

OS32CのIPア ド レス設定を変更するだけで、 OS32C と EtherNet/IPマス ターデバイスの通信が可能です。 それ

以外の設定変更は不要です。

IPア ド レスなど、 OS32Cの設定を変更するには、 OS32Cユーザーズマニュアルの第3章を参照し て く だ さい。

OS32Cの配線については、 OS32Cユーザーズマニュアルの第5章を参照し て く だ さい。



4
セーフ テ ィ レーザスキャナ OS32C-DM シ リーズ接続マニュアル

は
じ

め
に

EtherNet/IP入力アセンブ リデータ

J

4. EtherNet/IP入力アセンブ リデータ

OS32Cでは、下記に示す12の標準入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト と4つのベンダー固有オブジ ェ ク ト を提供し て

います。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 100 （32バイ ト ） およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 112 ： システム状態

データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 101 （296バイ ト ）：システム状態およびエ リ ア状態データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 102 （最大1410バイ ト ） およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 114 ： システ

ム状態および検出距離計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 103 （最大1410バイ ト ） およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 116 ： システ

ム状態および反射率計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 104 （最大960バイ ト ） ： システム状態および検出距離計測データ を提供

し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 105 （最大960バイ ト ） ： システム状態および反射率計測データ を提供し

ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 106 （最大554バイ ト ） ： 検出距離計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 107 （最大554バイ ト ） ： 反射率計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 108 （最大454バイ ト ） ： 検出距離計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 109 （最大454バイ ト ） ： 反射率計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 110 （最大358バイ ト ） ： 検出距離計測データ を提供し ます。

･ 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 111 （最大358バイ ト ） ： 反射率計測データ を提供し ます。

･ ベンダー固有オブジ ェ ク ト 117 （最大2764バイ ト ） ： システム状態、 検出距離計測データ、 反射率計

測データ を提供し ます。

注 ： 「入力オブジ ェ ク ト 」 とは、 発信側デバイスからみた呼び方です。 PLCやク ラ イアン ト パソ コ ンのソ フ

ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ンは、 OS32C側からみた発信側デバイス と な り ます。

OS32Cが提供する入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト のデータは、 explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッ セージを使う か、

あるいは、 implicit UDP I/O接続を使用し て一定間隔で繰り返し アセンブ リ デー タ を受け取る こ とができま

す。 OS32Cが提供するベンダー固有オブジ ェ ク ト のデータは、 ソ フ ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ンで指定し た速

度による、 explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッ セージによ っ て取得する こ とができます。 ベンダー固有オブジ ェ

ク ト 114、 116および117が提供するデータは、 OS32Cのスキャ ン周期(40ms) と同期し ているため、 よ り高い

時間精度を要求するアプ リ ケーシ ョ ンでの利用が可能です。 リ リース3.18以降のフ ァームウ ェ アでは、UDP/

IOメ ッ セージ も、 複数のスキャ ン周期(40、 80、 120など)と同期し ています。

OS32Cから個々のデータ属性を読み取るには、 サービスコー ド14 (0x0E) （Get_Single_Attribute） を使ったTCP

要求 ・ 返信explicitメ ッ セージを使用し て、 データ を取得する こ とができます。

た と えば、以下のパラ メ ータ をOS32Cに送信する こ と で、機械の状況が、符号な し16ビ ッ ト で出力されます。

サービスコー ド14 (0x0E) // 単一属性取得

オブジ ェ ク ト ク ラス 112 (0x70)// ベンダー固有オブジ ェ ク ト 番号、 システム状態

イ ンス タ ンス1 (0x01) // ベンダー固有イ ンス タ ンス

属性 4 (0x04)、 その他の属性については、 下記の表を参照。

サービス コー ド14 (0x0E、 Get_Single_Attribute） を使ったTCP要求 ・ 返信explicitメ ッ セージを使用し て入力ア

センブ リ オブジ ェ ク ト データの全容を読み取る こ とができます。 下記のパラ メ ータ を使用し ます。
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サービスコー ド14 (0x0E) // 単一属性取得

オブジ ェ ク ト ク ラス4 (0x04)// アセンブ リ オブジ ェ ク ト ク ラス

イ ンス タ ンス 100 (0x64) // 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 番号、 システム状態

属性03 (0x03) //入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト データ

ベンダー固有オブジ ェ ク ト データの全容を読み取るには、 サービスコー ド14 (0x0E、 Get_Single_Attribute） を

使ったTCP要求・返信explicitメ ッ セージを使用する こ とができます。下記のパラ メ ータ を使用し て く だ さい。

サービスコー ド14 (0x0E) // 単一属性取得

オブジ ェ ク ト ク ラス114 (0x72)// ベンダー固有オブジ ェ ク ト 番号 （検出距離データ）

イ ンス タ ンス1 (0x01) // ベンダー固有イ ンス タ ンス

属性03 (0x03) //ベンダー固有オブジ ェ ク ト データ

4.1 表1 ： EtherNet/IPデータ型

下記の表2 の一覧に示し た入力アセンブ リ100は、OS32Cの動作や現状の設定のモニ タ リ ングに使用で

き るシステムのラ ン タ イム状態を提供し ます。 implicit UDP I/O接続を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンで

指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

キーワー ド  データ型  最小値  最大値

SINT, 

INT8

 Short Integer -128 127

USINT,

UINT8

 Unsigned Short Integer 0 255

INT,

INT16

 Integer -32768 32767

UINT,

UINT16

 Unsigned Integer 0 65535

DINT,

INT32

 Double Integer -2147483647 (-231) 2147483646 (231 - 1)

UDINT,

UINT32

 Unsigned Double Integer 0 4294967295 (232)

BYTE  Bit string 8-bits 0  0xFF

WORD  Bit string 16-bits 0  0xFFFF

DWORD  Bit string 32-bits 0  0xFFFFFFFF
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4.2 表2：入力アセンブ リ100とベンダーオブジ ェ ク ト 112（32バイ ト ）、

およびシステム状態

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブジ ェ

ク ト 0x70、 イ ンス タ ン

ス0x01属性番号

列挙リ ス ト  / 可能な値

0 機械の状況

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

4 POST                   = 0       //電源ON自己診断

STOP                   = 1       //機械停止、 防護エ リ ア侵入

INTERLOCK        = 2       //ス ター ト イ ン ターロ ッ ク

RUN                    = 3       //機械運転

STANDBY           = 4      //システムス タ ンバイ

CONFIGURE      = 6      //設定中

FAULT                = 7       //システム障害、 制御出力OFF

1 機械停止理由

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

5 DIRTY_WINDOW  = 0 //ウ ィ ン ド ウ汚れによるシステム停止

ZONE_SELECT_NUM_ACTIVE = 1 //有効入力数間違いによる無効なエ リ アセ ッ

ト 選択入力

ZONE_SELECT_INVALID         = 2 //正しい有効入力数による無効なエ リ アセ ッ

ト 選択入力

QUALIFIED_ZONE_VIOLATION = 3 //条件付き防護エ リ ア侵入

STAND_BY_REQUEST             = 4 //ス タ ンバイの要求

RX_ERROR = 5 // 受信側エラー

TOO_CLEAN_WINDOW = 6 // 清潔過ぎるウ ィ ン ド ウによるシステム停止

NOT IN MACHINE STOP_1 = 7 //システムが現在機械停止状態にない

SYSTEM FAULTED                 = 8 //システム障害、 診断コー ド を確認

NOT IN MACHINE STOP_2 = 9 //システムが現在機械停止状態にない

2 有効防護エ リ ア

セ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

6 AZS_01 = 0 (0x00)

...

AZS_70 = 69 (0x45)

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

3 エ リ アセ ッ ト 選

択入力

データ型 ：

WORD

16ビ ッ ト

7 エ リ アセ ッ ト 選択入力1 = ビ ッ ト 0

エ リ アセ ッ ト 選択入力2 = ビ ッ ト 1

エ リ アセ ッ ト 選択入力3 = ビ ッ ト 2

エ リ アセ ッ ト 選択入力4 = ビ ッ ト 3

エ リ アセ ッ ト 選択入力5 = ビ ッ ト 4

エ リ アセ ッ ト 選択入力6 = ビ ッ ト 5

エ リ アセ ッ ト 選択入力7 = ビ ッ ト 6

エ リ アセ ッ ト 選択入力8 = ビ ッ ト 7

4 検知エ リ ア状態

データ型 ：

WORD

16ビ ッ ト

8 防護エ リ ア= ビ ッ ト 0

警告エ リ ア1 = ビ ッ ト 1

警告エ リ ア2 = ビ ッ ト 2

ウ ィ ン ド ウ汚れ = ビ ッ ト 3

5 出力状態

データ型 ：

WORD

16ビ ッ ト

9 制御出力 = ビ ッ ト 0

補助出力 = ビ ッ ト 1

警告出力 = ビ ッ ト 2

6 入力状態

データ型 ：

WORD

16ビ ッ ト

10 (0x0A) ス タ ンバイ入力 = ビ ッ ト 0

ス ター ト 入力 = ビ ッ ト 1

EDM入力 = ビ ッ ト 2

7 7セグ メ ン ト 表

示

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

11 (0x0B) 下位桁から上位桁へ

各桁の通常表示は、 1～9 （0x01～0x09）。 機械停止中は、 0x1B 0x1Bでダ ッ シュ

（--） を表示。
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注意 ： ワー ド 番号11～15は使用し ません。

8 非安全設定

 チ ェ ッ クサム値

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

12 (0x0C) 16ビ ッ ト 非安全設定CRC値

9 安全設定

チ ェ ッ クサム値

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

13 (0x0D) 16ビ ッ ト 安全設定CRC値

10 有効警告エ リ ア

セ ッ ト

データ型:

UNIT 16ビ ッ ト

14 (0x0E) AZS_01 = 0 (0x00) 

…

AZS_70 = 69 (0x45) 

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブジ ェ

ク ト 0x70、 イ ンス タ ン

ス0x01属性番号

列挙リ ス ト  / 可能な値
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下記の表3 の一覧に示し た入力アセンブ リ 101は、 システムのラ ン タ イム状態に加えて、 防護エ リ ア、

警告エ リ ア1、 警告エ リ ア2、 検知状態を提供し ます。 これらの情報を使っ て、 OS32Cの動作や検知エ

リ アをモニ タ リ ングする こ とができます。 また、 implicit UDP I/O接続を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ン

で指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.3 表3：入力アセンブ リ101 （296 バイ ト ）、 システムおよび検知状態

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
属性説明 データ フ ィ ールド （16ビ ッ ト ）

0 機械の状況 POST                   = 0       //電源ON自己診断

STOP                   = 1       //機械停止、 防護エ リ ア侵入

INTERLOCK        = 2       //ス ター ト イ ン ターロ ッ ク

RUN                    = 3       //機械運転

STANDBY           = 4      //システムス タ ンバイ

CONFIGURE      = 6      //設定中

FAULT                = 7       //システム障害、 制御出力OFF

1 機械停止理由 DIRTY_WINDOW  = 0 //ウ ィ ン ド ウ汚れによるシステム停止

ZONE_SELECT_NUM_ACTIVE = 1 //有効入力数間違いによる無効なエ リ アセ ッ ト 選

択入力

ZONE_SELECT_INVALID         = 2 //正しい有効入力数による無効なエ リ アセ ッ ト 選

択入力

QUALIFIED_ZONE_VIOLATION = 3 //条件付き防護エ リ ア侵入

STAND_BY_REQUEST             = 4 //ス タ ンバイの要求

RX_ERROR = 5 // 受信側エラー

TOO_CLEAN_WINDOW = 6 // 清潔過ぎるウ ィ ン ド ウによるシステム停止

NOT IN MACHINE STOP_1   = 7 //システムが現在機械停止状態にない

SYSTEM FAULTED                 = 8 //システム障害、 診断コー ド を確認

NOT IN MACHINE STOP_2   = 9 //システムが現在機械停止状態にない

2 有効防護エ リ アセ ッ ト AZS_01 = 0 (0x00)

...

AZS_70 = 69 (0x45)

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

3 エ リ アセ ッ ト 選択入力 エ リ アセ ッ ト 選択1 = ビ ッ ト 0

エ リ アセ ッ ト 選択2 = ビ ッ ト 1

エ リ アセ ッ ト 選択3 = ビ ッ ト 2

エ リ アセ ッ ト 選択4 = ビ ッ ト 3

エ リ アセ ッ ト 選択5 = ビ ッ ト 4

エ リ アセ ッ ト 選択6 = ビ ッ ト 5

エ リ アセ ッ ト 選択7 = ビ ッ ト 6

エ リ アセ ッ ト 選択8 = ビ ッ ト 7

4 検知エ リ ア状態 防護エ リ ア= ビ ッ ト 0

警告エ リ ア1 = ビ ッ ト 1

警告エ リ ア2 = ビ ッ ト 2

ウ ィ ン ド ウ汚れ = ビ ッ ト 3

5 出力状態 制御出力 = ビ ッ ト 0

補助出力 = ビ ッ ト 1

警告出力 = ビ ッ ト 2

6 入力状態 ス タ ンバイ入力 = ビ ッ ト 0

ス ター ト 入力 = ビ ッ ト 1

EDM入力 = ビ ッ ト 2

7 7セグ メ ン ト 表示 下位桁から上位桁へ

各桁の通常表示は、 1～9 （0x01～0x09）。 機械停止中は、 0x1B 0x1Bでダ ッ シュ （--）

を表示。

8 非安全設定

 チ ェ ッ クサム値

16ビ ッ ト 非安全設定CRC値

9 安全設定

チ ェ ッ クサム値

16ビ ッ ト 安全設定CRC値
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10 有効警告エ リ アセ ッ ト

データ型: UNIT 16ビ ッ ト

AZS_01 = 0 (0x00) 

…

AZS_70 = 69 (0x45) 

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

11 未使用 将来的に使用

12 未使用 将来的に使用

13 未使用 将来的に使用

14 未使用 将来的に使用

15 未使用 将来的に使用

16 防護エ リ ア状態 ビーム1

（ビーム1～16）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

17 防護エ リ ア状態 ビーム2

（ビーム17～32）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

18～57 防護エ リ ア状態 ビーム3

（ビーム33～48）

から

防護エ リ ア状態 ビーム42

（ビーム653～672）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

58 防護エ リ ア状態 ビーム43

（ビーム673～688）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

ビーム678～688は未使用

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは16ビ ッ ト ワー ド整列の維持に使用

59 防護エ リ ア状態 ビーム44

（ビーム689～704）

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは32ビ ッ ト 整列の維持に使用

60 警告エ リ ア1状態 ビーム1

（ビーム1～16）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

61 警告エ リ ア1状態 ビーム2

（ビーム17～32）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

62-101 警告エ リ ア1状態 ビーム3

（ビーム33～48）

から

警告エ リ ア1状態 ビーム42

（ビーム653～672）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

102 警告エ リ ア1状態 ビーム43

（ビーム672～688）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

ビーム678～688は未使用

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは16ビ ッ ト ワー ド整列の維持に使用

103 警告エ リ ア1状態 ビーム44

（ビーム689～704）

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは32ビ ッ ト 整列の維持に使用

104 警告エ リ ア2状態 ビーム1

（ビーム1～16）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

105 警告エ リ ア2状態 ビーム2

（ビーム17～32）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

106-145 警告エ リ ア2状態 ビーム3

（ビーム33～48）

から

警告エ リ ア2状態 ビーム42

（ビーム653～672）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

146 警告エ リ ア2状態 ビーム43

（ビーム672～688）

ビーム状態 ビ ッ ト 0～ビ ッ ト 16 （0 = 遮断な し、 1 = 遮断）

ビーム678～688は未使用

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは16ビ ッ ト ワー ド整列の維持に使用

147 警告エ リ ア2状態 ビーム44

（ビーム689～704）

未使用ビームは0に設定 

注意 ： データは32ビ ッ ト 整列の維持に使用

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
属性説明 データ フ ィ ールド （16ビ ッ ト ）
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下記の表4の一覧に示し た出力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 113とベンダー固有オブジ ェ ク ト 115は、入力ア

センブ リ オブジ ェ ク ト 102、 103およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 114、 116、 117においてOS32Cが提供

する ラ ン タ イム計測データの設定に使用し ます。 入力アセンブ リ 113 とベンダー固有オブジ ェ ク ト 115

においてビームレポー ト 選択マスク配列を使用する こ と で、 計測レポー ト の検出距離フ ォーマ ッ ト お

よび反射率フ ォーマ ッ ト 、 およびモニ タ リ ングする個々のビームを選択する こ とができます。

4.4 表4 ：出力アセンブ リ113およびベンダーオブジ ェ ク ト 115 （104バ

イ ト ）、 入力アセンブ リ102、 103用計測レポー ト 設定

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブ

ジ ェ ク ト  x、 イ ンス タ

ンス y、 属性番号 z

列挙リ ス ト  / 可能な値

0 検出距離レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x73, 1, 4 NO_TOF_MEASUREMENTS = 0,  

//飛行時間 （TOF） 計測不要 

RANGE_MEASURE_50M = 1, //デフ ォル ト 設定

//ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～50,000mm）

//値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

 

RANGE_MEASURE_32M_PZ = 2,

//ビ ッ ト 0～14 （15ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～32,766mm）

//値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x7FFF = 反射な し

//ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1PZ = 3,

//ビ ッ ト 0～13 （14ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～16,382mm）

//値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x3FFF = 反射な し

//ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_WZ2WZ1PZ = 4,

//ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～8,190mm）

//値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x1FFF = 反射な し

//ビ ッ ト 13 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_TOF_4PS  = 5

//ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOF計測値 （0～65,534 x 4ps）

//値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

RANGE_MEASURE_50M_W3BIT_ENCODED_TOT = 6,

// ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 

// （0～50,000mm、 分解能8mmで50m）

// ビ ッ ト 13～15 （3ビ ッ ト ） コー ド化された反射率値 （計測値の1/128）

RANGE_MEASURE_32M_WZ2 = 7,      

// ビ ッ ト 0～14 （15ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～32,766mm）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1WZ2 = 8,    

// ビ ッ ト 0～13 （14ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～16,382mm）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_PZWZ1WZ2 = 9,   

// ビ ッ ト 0～12 (13ビ ッ ト ) 距離計測値 （0～8,190mm）

// ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）
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1 反射率レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x73, 1, 5 NO_TOT_MEASUREMENTS = 0,  

//し きい値超過時間 （TOT） 計測不要

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_ENCODED = 1,   //デフ ォル ト 設定

//ビ ッ ト 0～9 （10ビ ッ ト ） TOTスケール値 （0～1,000）

//ビ ッ ト 10 ： 未使用

//ビ ッ ト 11 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 12 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

//ビ ッ ト 14 ： ノ イズビーム検知

//ビ ッ ト 15 ： 反射検知な し

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_4PS = 2

//ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOT計測値 （0～65,535 x 4ps）

2 検出距離レポー ト

モー ド

データ型: UNIT 16

ビ ッ ト

0x73,1,6    REPORT_RANGE_ONLY = 0 (default),

 // アセンブ リ102 検出距離レポー ト のみ

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1, 

// アセンブ リ102 検出距離レポー ト と反射率レポー ト

3 有効警告エ リ ア

セ ッ ト 番号

データ型: UNIT 16

ビ ッ ト

0x73,1,7   最小値: ZONE_1 = 0, 

…

最大値: ZONE_70 = 69.

4 未使用 将来的に使用

5 未使用 将来的に使用

6 未使用 将来的に使用

7 未使用 将来的に使用

8 - 51 ビームレポー ト 選

択マスク

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト  

ARRAY[44]

0x73, 1, 12 (0x0C) ビームレポー ト 選択マスクは、 アセンブ リ入力オブジ ェ ク ト 102、 103およ

びベンダー固有オブジ ェ ク ト 114、 116、 117にてレポー ト するビームの計測

値の定義に使用。

ビ ッ ト  = 0、 計測レポー ト よ り除外 //デフ ォル ト 設定

ビ ッ ト  = 1、 計測レポー ト に含む

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブ

ジ ェ ク ト  x、 イ ンス タ

ンス y、 属性番号 z

列挙リ ス ト  / 可能な値
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4.5 表5: 出力アセンブ リ114 （108バイ ト ）、 入力アセンブ リ104、 105

用計測レポー ト 設定

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値

0 検出距離レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

NO_TOF_MEASUREMENTS = 0,                 

// 飛行時間 （TOF） 計測不要

RANGE_MEASURE_50M = 1, // デフ ォル ト 設定

// ビ ッ ト 0～15 (16ビ ッ ト ) 距離計測値 (0～50,000mm)

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

 

RANGE_MEASURE_32M_PZ = 2,       

// ビ ッ ト 0～14 (15ビ ッ ト ) 距離計測値 (0～32,766mm)

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x7FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1PZ = 3,     

// ビ ッ ト 0～13 (14ビ ッ ト ) 距離計測値 （0～16,382mm）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x3FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_WZ2WZ1PZ = 4,  

// ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～8,190mm）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x1FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 13 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_TOF_4PS  = 5           

// ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOF計測値 （0～65,534 x 4ps）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

RANGE_MEASURE_50M_W3BIT_ENCODED_TOT = 6, 

// ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 

// （0～50,000mm、 分解能8mmで50m）

// ビ ッ ト 13～15 （3ビ ッ ト ） コー ド化された反射率値 （計測値の1/128）

RANGE_MEASURE_32M_WZ2 = 7,      

// ビ ッ ト 0～14 （15ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～32,766mm）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1WZ2 = 8,    

// ビ ッ ト 0～13 (14ビ ッ ト ) 距離計測値 （0～16,382mm）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_PZWZ1WZ2 = 9,   

// ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～8,190mm）

// ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）
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1 反射率レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

NO_TOT_MEASUREMENTS = 0,   

// し きい値超過時間 （TOT） 計測不要

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_ENCODED = 1,   // デフ ォル ト 設定

// ビ ッ ト 0～9 （10ビ ッ ト ） TOTスケール値 （0～1,000）

// ビ ッ ト 10 ： 未使用

// ビ ッ ト 11 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 12 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： ノ イズビーム検知

// ビ ッ ト 15 ： 反射検知な し

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_4PS = 2     

// ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOT計測値 （0～65,535 x 4ps）

2 検出距離

レポー ト モー ド

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

REPORT_RANGE_ONLY = 0,  

// 検出距離レポー ト のみ

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1,  

// 検出距離レポー ト と反射率レポー ト

3 アセンブ リ104、 105

ユーザータグ有効

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置および最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値を有効化

// 無効 = 0 （デフ ォル ト ）、 有効 = 1

4 アセンブ リ104

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

5 アセンブ リ104

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

6 アセンブ リ105

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

7 アセンブ リ105

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

8 有効警告エ リ アセ ッ

ト 番号

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

最小値: ZONE_1 = 0, 

…

最大値: ZONE_70 = 69.

9 未使用 将来的に使用

10- 53 ビームレポー ト 選択

マスク

データ型 ： UINT 

16ビ ッ ト  ARRAY[44]

ビームレポー ト 選択マスクは、 アセンブ リ入力オブジ ェ ク ト 104、 105にてレポー ト するビームの

計測値の定義に使用。

ビ ッ ト  = 0、 計測レポー ト から除外

ビ ッ ト  = 1、 計測レポー ト に含む// デフ ォル ト 設定

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値
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4.6 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111

用計測レポー ト 設定

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値

0 検出距離レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

NO_TOF_MEASUREMENTS = 0,                 

// 飛行時間 （TOF） 計測不要

RANGE_MEASURE_50M = 1, // デフ ォル ト 設定         

// ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） 距離計測値 (0～50,000mm）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

 

RANGE_MEASURE_32M_PZ = 2,       

// ビ ッ ト 0～14 （15ビ ッ ト ） 距離計測値 (0～32,766mm）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x7FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1PZ = 3,     

// ビ ッ ト 0～13 (14ビ ッ ト ) 距離計測値 (0 to 16,382 millimeters).

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x3FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_WZ2WZ1PZ = 4,  

// ビ ッ ト 0～12 （13ビ ッ ト ） 距離計測値 （0～8,190mm）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0x1FFF = 反射な し

// ビ ッ ト 13 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_TOF_4PS  = 5           

// ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOF計測値 （0～65,534 x 4ps）

// 値 ： 0x0001 = ノ イズビーム、 値 ： 0xFFFF = 反射な し

RANGE_MEASURE_50M_W3BIT_ENCODED_TOT = 6, 

// ビ ッ ト 0～12 (13ビ ッ ト ) 距離計測値 

// （0～50,000mm、 分解能8mmで50m）

// ビ ッ ト 13～15 （3ビ ッ ト ） コー ド化された反射率値 （計測値の1/128）

RANGE_MEASURE_32M_WZ2 = 7,      

// ビ ッ ト 0～14 (15ビ ッ ト ) 距離計測値 （0～32,766mm）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_16M_WZ1WZ2 = 8,    

// ビ ッ ト 0～13 (14ビ ッ ト ) 距離計測値 （0～16,382mm）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）

RANGE_MEASURE_8M_PZWZ1WZ2 = 9,   

// ビ ッ ト 0～12 (13ビ ッ ト ) 距離計測値 (0 to 8,190 millimeters).

// ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： 警告エ リ ア1内での計測値検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 15 ： 警告エ リ ア2内での計測値検知 （ビーム遮断）
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EtherNet/IP入力アセンブ リデータ

1 反射率レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

NO_TOT_MEASUREMENTS = 0,   

// し きい値超過時間 （TOT） 計測不要

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_ENCODED = 1,   // デフ ォル ト 設定

// ビ ッ ト 0～9 (10ビ ッ ト ) TOTスケール値 （0～1,000）

// ビ ッ ト 10 ： 未使用

// ビ ッ ト 11 ： 警告エ リ ア2内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 12 ： 警告エ リ ア1内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 13 ： 防護エ リ ア内での物体検知 （ビーム遮断）

// ビ ッ ト 14 ： ノ イズビーム検知

// ビ ッ ト 15 ： 反射検知な し

REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_4PS = 2     

// ビ ッ ト 0～15 （16ビ ッ ト ） TOT計測値 （0～65,535 x 4ps）

2 アセンブ リ106 

検出距離レポー ト

モー ド

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

REPORT_RANGE_ONLY = 0,  

// 検出距離レポー ト のみ  

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1,  

// 検出距離レポー ト と反射率レポー ト   

3 アセンブ リ106、 107

ユーザータグ有効

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置および最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値を有効化

// 無効 = 0 （デフ ォル ト ）、 有効 = 1

4 アセンブ リ106

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

5 アセンブ リ106

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

6 アセンブ リ107

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

7 アセンブ リ107

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

8 有効警告エ リ アセ ッ

ト 番号

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

最小値: ZONE_1 = 0, 

…

最大値: ZONE_70 = 69.

9 未使用 将来的に使用

10- 53 ビームレポー ト 選択

マスク

データ型 ： UINT 

16ビ ッ ト  ARRAY[44]

ビームレポー ト 選択マスクは、 アセンブ リ入力オブジ ェ ク ト 106、 107にてレポー ト するビーム

の計測値の定義に使用。

ビ ッ ト  = 0、 計測レポー ト から除外

ビ ッ ト  = 1、 計測レポー ト に含む// デフ ォル ト 設定

54 アセンブ リ108 

検知距離レポー ト

モー ド

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

REPORT_RANGE_ONLY = 0,  

// 検知距離レポー ト のみ 

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1,  

// 検知距離レポー ト と反射率レポー ト   

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値
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55 アセンブ リ108、 109

ユーザータグ有効

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置および最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値を有効化

// 無効 = 0 （デフ ォル ト ）、 有効 = 1

56 アセンブ リ108

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

57 アセンブ リ108

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

58 アセンブ リ109

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

59 アセンブ リ109

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

60 未使用 将来的に使用

61 未使用 将来的に使用

62-105 ビームレポー ト 選択

マスク

データ型 ： UINT 

16ビ ッ ト  ARRAY[44]

ビームレポー ト 選択マスクは、 アセンブ リ入力オブジ ェ ク ト 108、 109にてレポー ト するビーム

の計測値の定義に使用。

ビ ッ ト  = 0、 計測レポー ト から除外

ビ ッ ト  = 1、 計測レポー ト に含む// デフ ォル ト 設定

106 アセンブ リ110 

検出距離レポー ト

モー ド

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

REPORT_RANGE_ONLY = 0,  

// 検出距離レポー ト のみ

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1,  

// 検出距離レポー ト と反射率レポー ト

107 アセンブ リ110、 111

ユーザータグ有効

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置および最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値を有効化

// 無効 = 0 （デフ ォル ト ）、 有効 = 1

108 アセンブ リ110

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

109 アセンブ リ110

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

110 アセンブ リ111

ユーザデータの先頭

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの先頭位置を示すためのユーザ設定のタグ値

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値
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設定出力アセンブ リ113、 114、 115の検出距離レポー ト フ ォーマ ッ ト では、 検出距離計測値をmm単位、

コー ド化された検知エ リ アビ ッ ト とmm単位、 あるいは、 ピ コ秒単位でのTOF計測値と し て受け取る こ

とができます。 OS32Cからのコー ド化された検知エ リ アビ ッ ト を使用する と、 1） エ リ ア侵入が発生す

る場所を即座に検知できる、 2） ク ラ イアン ト （PLCあるいはパソ コ ン） にOS32Cで保存されている検

知エ リ アパラ メ ータ と同一のパラ メ ータ を持たせる必要がないとい う メ リ ッ ト があ り ます。 また、 検

出距離計測値を コー ド 化する こ と によ っ て、 選択し た フ ォーマ ッ ト 用のバイナ リ マス ク を使用し て、

計測値を検知エ リ アビ ッ ト から抜き出すこ とができます。 計測ビームに ノ イズが多 く 有効な値が得ら

れない場合、 1 （0x0001） の値を返し、 値の計測が得られない場合は、 検出距離レポー ト フ ォーマ ッ

ト の最大値が返されます （例 ： RANGE_MEASURE_50Mフ ォーマ ッ ト の場合、 65535 （0xFFFF） が返され

る）。 検出距離計測値は、 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 102、 104、 106、 108、 110、 およびベンダー固

有オブジ ェ ク ト 114、 117で提供されます。 ベンダー固有オブジ ェ ク ト 117では、 反射率計測値も提供さ

れています。

設定出力アセンブ リ113、 114、 115の反射率レポー ト フ ォーマ ッ ト では、 反射率計測値を コー ド 化され

た検知エ リ アビ ッ ト と スケール単位のデータ、 または、 ピ コ秒単位でのTOT計測値と し ても受け取る

こ とができます。 反射率計測に組み込まれたコー ド化された検知ビ ッ ト には、 前述のよ う な メ リ ッ ト

があ り ますが、 それ以外にも、 長距離の計測が必要な場合のエ リ ア検知方法と し ても使用する こ とが

できます。 反射率計測値は、 入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 103、 105、 107、 109、 111、 およびベンダー

固有オブジ ェ ク ト 116、 117で提供されます。 ベンダー固有オブジ ェ ク ト 117では、 検出距離計測値も提

供されています。

出力アセンブ リ 112および116から 120までは単一ワー ド アセンブ リ です。 標準入力アセンブ リ (100～

111)のス ト リー ミ ングを行うPLC I/O接続をキープアラ イブするために使用されます。このアセンブ リ

の出力データは計測レポー ト の設定に影響し ないため、 別のI/O接続の ト リ ガーと し て使用できます。

た と えば、 計測レポー ト 設定の出力アセンブ リ 113を使用し て検出距離計測データ を収集し ている と、

出力アセンブ リ112および116から120までを使用し て別のス ト リー ミ ング接続を確立し、反射率データ

を収集する こ とができます。

4.7 表7 ： 出力アセンブ リ112、 116～120 I/O接続 ト リ ガー

111 アセンブ リ111

ユーザデータの最終

位置情報

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

入力アセンブ リデータの最終位置を示すためのユーザ設定のタグ値

112 未使用 将来的に使用

113 未使用 将来的に使用

114-157 ビームレポー ト 選択

マスク

データ型 ： UINT 

16ビ ッ ト  ARRAY[44]

ビームレポー ト 選択マスクは、 アセンブ リ入力オブジ ェ ク ト 110、 111にてレポー ト するビーム

の計測値の定義に使用。

ビ ッ ト  = 0、 計測レポー ト から除外

ビ ッ ト  = 1、 計測レポー ト に含む// デフ ォル ト 設定

ワー ド#

(16ビ ッ ト )

説明 列挙リ ス ト  / 可能な値

0 データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

未使用

ワー ド#

(16ビ ッ ト )
説明 列挙リ ス ト  / 可能な値
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OS32Cでは、 ビームレポー ト 選択マスク を使っ て対象領域を選択し ます。 ビームレポー ト 選択マスク

を使用する こ と で、 ラ ン タ イム中のモニ タ リ ングエ リ ア変更が可能で、 柔軟な分解能の設定や対象領

域の選択ができます。 下記の図4-1では、 すべてのビームを選択し、 ビームレポー ト 選択マスクの個々

のビ ッ ト を1に設定し た場合の適用領域を示し ています。安全領域全体が常時必ず保護状態に置かれる

よ う にするため、 検知フ ィ ールド の前後には追加ビームを設けています。 し たがっ て、 実際のモニ タ

リ ング領域は-0.4°から 270.4°と な り ます。

図4-1  ビームレポー ト 選択マスク ： 全ビーム選択

OS32Cのビームレポー ト 選択マスク を利用し て、よ り狭い対象エ リ アを設定できます。た と えば、ビー

ムレポー ト 選択マスクの225から 450ビ ッ ト を選択する設定では、 走査面の90°から 180°の領域を カ

バーする こ とができます。 

図4-2 ビーム出力選択マスク ： ビーム225～450選択

 
-0 .4° to   270 .4°

B eam  0  th ru  676
0.4° per beam

135º

0º 270º

 

135º

0º 270º

90° to  180°,
B eam  225 th ru  450

0.4° per beam
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下の図4-3のよ う に、 ビームレポー ト 選択マスク を使って、対象領域のデータ量を減らすこ と も できま

す。 た と えば、 ビームレポー ト 選択マスクの225から450ビ ッ ト のう ち、 5番目ご とのビームを設定する

こ と で、 分解能2°の対象領域を設定する こ とができます。

図4-3 ビームレポー ト 選択マスク (低分解能) ： ビーム225～450

 

135º

0º 270º
90° to  180°,

B eam  225 th ru  450
2.0° per beam
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入力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 102～105およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 114、 116、 117では、 それぞれ

のアセンブ リ構造に含まれる固有の計測データに加えて、 共通計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト が提

供されています。 下の表8は、 共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト です。 アセンブ リ オブジ ェ ク ト

102あるいは103に対し て、 explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、

アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.8 表8 ： 共通計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト （56バイ ト ）

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブ

ジ ェ ク ト  x、 イ ンス タ

ンス y、 属性番号 z

列挙リ ス ト  / 可能な値

0 & 1 スキャ ン数

データ型 ： UDINT

32ビ ッ ト

0x72, 1, 13 (0x0D) 0～4294967295 (232)

2 & 3 スキャ ン周期

データ型 ： UDINT

32ビ ッ ト

0x72, 1, 14 (0x0E) 39,000 us ± 500 us

4 & 5 スキャ ン時刻情報

データ型 ： UDINT

32ビ ッ ト

0x72, 1, 15 (0x0F) 0～4294967295 (232) us

6 & 7 スキャ ンビーム周

期

データ型 ： UDINT

32ビ ッ ト

0x72, 1, 16 (0x10) 42,777～43,888 ns

8 機械の状況

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 4 POST                   = 0       //電源ON自己診断

STOP                   = 1       //機械停止、 防護エ リ ア侵入

INTERLOCK        = 2       //ス ター ト イ ン ターロ ッ ク

RUN                    = 3       //機械運転

STANDBY           = 4      //システムス タ ンバイ

CONFIGURE      = 6      //設定中

FAULT                = 7       //システム障害、 制御出力OFF

9 機械停止理由

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 5 DIRTY_WINDOW  = 0 //ウ ィ ン ド ウ汚れによる機械停止

ZONE_SELECT_NUM_ACTIVE = 1 //有効入力数間違いによる無効なエ リ ア

セ ッ ト 選択入力

ZONE_SELECT_INVALID         = 2 //正しい有効入力数による無効なエ リ ア

セ ッ ト 選択入力

QUALIFIED_ZONE_VIOLATION = 3 //条件付き防護エ リ ア侵入

STAND_BY_REQUEST             = 4 //ス タ ンバイの要求

RX_ERROR = 5 // 受信側エラー

TOO_CLEAN_WINDOW = 6 // 清潔過ぎるウ ィ ン ド ウによる機械停止

NOT IN MACHINE STOP_1    = 7 //システムが現在機械停止状態にない

SYSTEM FAULTED                 = 8 //システム障害、 診断コー ド を確認NOT 

NOT IN MACHINE STOP_2    = 9 //システムが現在機械停止状態にない

10 有効防護エ リ ア

セ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 6 AZS_01 = 0 (0x00)

...

AZS_70 = 69 (0x45)

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

11 エ リ アセ ッ ト 選択

入力

データ型 ： WORD

16ビ ッ ト

0x70, 1, 7 エ リ アセ ッ ト 選択1 = ビ ッ ト 0

エ リ アセ ッ ト 選択2 = ビ ッ ト 1

エ リ アセ ッ ト 選択3 = ビ ッ ト 2

エ リ アセ ッ ト 選択4 = ビ ッ ト 3

エ リ アセ ッ ト 選択5 = ビ ッ ト 4

エ リ アセ ッ ト 選択6 = ビ ッ ト 5

エ リ アセ ッ ト 選択7 = ビ ッ ト 6

エ リ アセ ッ ト 選択8 = ビ ッ ト 7

12 検知エ リ ア状態

データ型 ： WORD

16ビ ッ ト

0x70, 1, 8 防護エ リ ア= ビ ッ ト 0

警告エ リ ア1 = ビ ッ ト 1

警告エ リ ア2 = ビ ッ ト 2

ウ ィ ン ド ウ汚れ = ビ ッ ト 3
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13 出力状態

データ型 ： WORD

16ビ ッ ト

0x70, 1, 9 制御出力 = ビ ッ ト 0

補助出力 = ビ ッ ト 1

警告出力 = ビ ッ ト 2

14 入力状態

データ型 ： WORD

16ビ ッ ト

0x70, 1, 10 (0x0A) ス タ ンバイ入力 = ビ ッ ト 0

ス ター ト 入力 = ビ ッ ト 1

EDM入力 = ビ ッ ト 2

15 7セグ メ ン ト 表示

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 11 (0x0B) 下位桁から上位桁へ

各桁の通常表示は、 1～9 （0x01～0x09）。

機械停止中は、 0x1B 0x1Bでダ ッ シュ （--） を表示。

16 非安全設定

 チ ェ ッ クサム値

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 12 (0x0C) 16ビ ッ ト 非安全設定CRC値

17 安全設定

チ ェ ッ クサム値

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 13 (0x0D) 16ビ ッ ト 安全設定CRC値

18 有効警告エ リ ア

セ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x70, 1, 14 (0x0E) AZS_01 = 0 (0x00)

… 

AZS_70 = 69 (0x45) 

INVALID AZS = 32,768 (0x8000)

19 未使用 将来的に使用

20 未使用 将来的に使用

21 未使用 将来的に使用

22 未使用 将来的に使用

23 未使用 将来的に使用

24 検出距離レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x72, 1, 4 検出距離データの出力フ ォーマ ッ ト

25 反射率レポー ト

フ ォーマ ッ ト

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x72, 1, 5 反射率データの出力フ ォーマ ッ ト

26 検出距離レポー ト

モー ド

データ型 ： UINT

16ビ ッ ト

0x72, 1, 6 (0x06) REPORT_RANGE_ONLY = 0 (デフ ォル ト )

// アセンブ リ102 検出距離レポー ト のみ

REPORT_RANGE_AND_REFLECTIVITY = 1, // アセンブ リ102 検出距離レポー

ト と反射率レポー ト

27 ビーム数 0x72, 1, 17 (0x11) レポー ト 出力する計測ビーム数

ワー ド#

(16ビ ッ ト ) 説明

ベンダー固有オブ

ジ ェ ク ト  x、 イ ンス タ

ンス y、 属性番号 z

列挙リ ス ト  / 可能な値
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表8で定義し た共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト に加えて、 入力アセンブ リ102およびベンダー

固有オブジ ェ ク ト 114には、 選択し た対象領域の検出距離計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要

求 ・ 返信メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ

るOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.9 表9：入力アセンブ リ102およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 114（最

大1410バイ ト ）

表8で定義し た共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト に加えて、 入力アセンブ リ103には、 選択し た

対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッ セージまたはimplicit UDP

I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.10 表10 ： 入力アセンブ リ103およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 116

（最大1410バイ ト ）

表8で定義し た共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト に加えて、ベンダー固有オブジ ェ ク ト 117には、

選択し た対象領域の検出距離計測デー タ および反射率計測デー タが含まれます。 UDP I/O接続では

1500バイ ト 未満の メ ッ セージに限定されるため、 このアセンブ リは、 explicit TCP/IP要求 ・ 返信 メ ッ

セージ しか使用できません。 OS32Cは、 次回のスキャ ン周期が終了じ た時点で、 個々の要求に対する

応答を行います。

4.11 表11 ： ベンダー固有オブジ ェ ク ト 117 （最大2764バイ ト ）

28 - 704 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択(1)

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 677

28 - 704 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ。

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択(1)

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 677

28 - 704 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *1. *2.

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 677

705-1381 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *1. *2.

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 677

*1. ビームレポー ト 選択マスクの詳細は、 4.4 表4 ： 出力アセンブ リ113およびベンダーオブジ ェ ク ト 115 （104バイ ト ）、 入力アセンブ

リ102、 103用計測レポー ト 設定を参照。

*2. ベンダー固有アセンブ リ レポー ト は、 OS32Cのスキャ ン周期と同期し ています。
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表8で定義し た共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト に加えて、 入力アセンブ リ104には、 選択し た

対象領域の検出距離計測データが含まれます。explicit TCP/IP要求・返信メ ッ セージまたはimplicit UDP

I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.12 表12: 入力アセンブ リ104 (最大960バイ ト )

表8で定義し た共通の計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト に加えて、 入力アセンブ リ105には、 選択し た

対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッ セージまたはimplicit UDP

I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によるOS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.13 表13: 入力アセンブ リ105 (最大960バイ ト )

入力アセンブ リ106には、選択し た対象領域の検出距離計測データが含まれます。explicit TCP/IP要求・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.14 表14: 入力アセンブ リ106 (最大554バイ ト )

入力アセンブ リ 107には、 選択し た対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.15 表15: 入力アセンブ リ107 (最大554バイ ト )

28 - 479 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 452 （タ

グな し）

* ビームレポー ト 選択マスクの詳細は、 表5: 出力アセンブ リ114 （108バイ ト ）、 入力アセンブ リ104、 105用計測レポー ト 設定を参照。

28 - 479 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 452 （タ

グな し）

* ビームレポー ト 選択マスクの詳細は、 表5: 出力アセンブ リ114 （108バイ ト ）、 入力アセンブ リ104、 105用計測レポー ト 設定を参照。

0 - 276 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 277 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。

0 - 276 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 277 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。



24
セーフ テ ィ レーザスキャナ OS32C-DM シ リーズ接続マニュアル

は
じ

め
に

EtherNet/IP入力アセンブ リデータ

J

入力アセンブ リ108には、選択し た対象領域の検出距離計測データが含まれます。explicit TCP/IP要求・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.16 表16: 入力アセンブ リ108 (最大454バイ ト )

入力アセンブ リ 109には、 選択し た対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.17 表17: 入力アセンブ リ109 (最大454バイ ト )

入力アセンブ リ 110には、 選択し た対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.18 表18: 入力アセンブ リ110 (最大358バイ ト )

入力アセンブ リ 111には、 選択し た対象領域の反射率計測データが含まれます。 explicit TCP/IP要求 ・

返信 メ ッ セージまたはimplicit UDP I/O接続を使用し、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定し た繰返し率によ る

OS32Cのモニ タ リ ングが可能です。

4.19 表19: 入力アセンブ リ111 (最大358バイ ト )

0 - 226 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 227 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。

0 - 226 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 227 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。

0 -178 検出距離 （TOF）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

検出距離計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 179 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。

0 - 178 反射率 （TOT）

データ[]

UINT 16ビ ッ ト

反射率計測データ、 可変サイズ

ビームレポー ト マスク を使ってサイズを選択 *

配列サイズ = 計測レポー ト ヘ ッ ダに含まれるビーム数、 最大サイズ = 179 （タ

グな し）

* 表6: 出力アセンブ リ115 （316バイ ト ）、 入力アセンブ リ106～111用計測レポー ト 設定 を参照。
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4.20 データ リ フ レ ッ シュ周期 (予測パケ ッ ト 周期)

OS32Cのデータ リ フ レ ッ シュ周期はおよそ40 （38.5～39.5） ミ リ秒です。 EtherNet/IP PLCネ ッ ト ワー

ク上でOS32Cを設定する と きは、 入力アセンブ リデータの予測パケ ッ ト 周期を50 ミ リ秒以上の値に設

定する こ と をお勧めし ます。

4.21 有効警告エ リ アセ ッ ト の選択

"モニ タ リ ングエ リ ア"が複数の検知エ リ アセ ッ ト に対し て設定され、"EIPによる警告エ リ アの選択"が

有効になっ ている場合、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の代わり にEtherNet/IPイ ン ターフ ェースを使っ て、 有

効警告エ リ アセ ッ ト を変更する こ とがで き ます。 この機能を有効にする と きは、 EtherNet/IP ネ ッ ト

ワークデバイスは、 通常動作を開始する前に、 あらかじめプログラムされた70個の警告エ リ アセ ッ ト

の候補の中から 1つを選択し てお く 必要があ り ます。 エ リ アの設定と選択の詳細については、 OS32C

ユーザーマニュアルの 「エ リ アセ ッ ト の追加と削除」 と 「エ リ アセ ッ ト 選択の設定」 の項を参照し て

く だ さ い。 EtherNet/IP を使用する有効警告エ リ アセ ッ ト の切り替え時間は、 1 スキャ ン周期または約

40 ミ リ秒です。 出力アセンブ リ オブジ ェ ク ト 113、 114、 115、 および表4のベンダー固有オブジ ェ ク ト

115はそれぞれ、 有効警告エ リ アセ ッ ト の定義に使用できます。
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5. OS32C EDSフ ァ イルのイ ンス ト ール

OS32CのEDSフ ァ イルは、 OS32C本体と同梱のOS32C設定ツールCDに格納されています。

以下の手順にし たがっ て、 オムロンのNetwork ConfiguratorにEDSフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

［EDSフ ァ イル］ メ ニューで ［イ ンス ト ール］ を選択し ます。

図5-1 EDSフ ァ イルのイ ンス ト ール

ダイアログ画面が立ち上がり ますので、 EDSフ ァ イルを選んで、 [OK]を ク リ ッ ク し ます。 Network Configurator

の左側にあるハー ド ウ ェ ア リ ス ト にOS32Cが追加されます。
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6. CJシ リーズとの通信設定

こ こ では、OS32Cとオムロン製PLC CJ2 （あるいはCJ1） 間のEtherNet/IP通信設定の方法について説明し ます。

6.1 EtherNet/IPネッ ト ワークをセッ ト ア ッ プする

Network Configuratorを起動し、 新規のEtherNet/IPネ ッ ト ワーク を作成し ます。

 

ハー ド ウ ェ ア リ ス ト から、 EtherNet/IPネ ッ ト ワークに、 OS32CとCJ2B-EIP21を ド ラ ッ グ＆ ド ロ ッ プ し

て追加し ます。

 

図6-1 ハー ド ウ ェ ア リ ス ト からデバイスを選択

IP ア ド レスが、 それぞれのデバイス と合致し ているかど う か確認し て く だ さい。 IP ア ド レスを変更す

る場合は、 デバイスのアイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 ［ノ ー ド ア ド レスの変更］ を選びます。

 

図6-2 ノ ー ド ア ド レスの変更

こ こ では、 OS32CのIPア ド レスを192.168.250.1、 CJ2のIPア ド レスを192.168.250.32と し ます。
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6.2 CJ2のEtherNet/IPタグを設定する

CJ2B-EIP21アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し、 ［タグセ ッ ト ］ タ ブを選びます。 さ らに、 ［入力 - 受信］ タ

ブを選び、 ［タグ編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

図6-3  タグの編集
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［入力 - 受信］ タ ブを選び、 ［新規］ を ク リ ッ ク し て新しいタグを作成し ます。

図6-4 タグの新規作成

［タグ名］ にOS32Cデータ を書き込むPLC内のメ モ リ場所を入力し ます。 こ こ では、 [タ グ名]にD0と入

力し、 CJ2のDMメ モ リ領域 0を指定し ます。

注意 ： このメ モ リ領域を指定する と きは、 必ず大文字を使用し て く だ さい。 こ こ では図のよ う に正確

に”D0”と入力し て く だ さい。 小文字の”d”は無効にな り ます。

［サイズ］ に32バイ ト を入力し、 ［登録］ ボタ ン、 そ し て、 ［閉じ る］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 

図6-5 タグの登録
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［出力 - 送信］ タ ブを選び、 ［新規］ を ク リ ッ ク し て新しいタグを作成し ます。

 

図6-6 タグの新規作成

[タグ名]にD100と入力し、 CJ2のDMメ モ リ領域100を指定し ます。

メ モ:D100のDは大文字でなければな り ません。

［サイズ］ に2バイ ト を入力し、 ［登録］ ボタ ン、 そ し て、 ［閉じ る］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 

図6-7 タグの登録
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［OK］ を ク リ ッ クする と、 タグの作成が完成し ます。

 

図6-8 [OK]を ク リ ッ ク

 ダイアログ画面が表示されますので、 ［はい］ を ク リ ッ ク し て、 新規作成し た タ グを タ グセ ッ ト と し

て登録し ます。

図6-9 タグの登録
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[ コネク シ ョ ン ] タ ブを選択し、 OS32C を選んで、 下向きの矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。 これ

で、 OS32CがCJ2のスレーブデバイス と し て登録されます。

 

図6-10 CJ2へのOS32Cの登録

次に、登録デバイス一覧に登録されたOS32Cをダブルク リ ッ ク し て、 コネク シ ョ ンの編集を行います。

オ リ ジネータデバイスの欄で、 新規作成された入力および出力タ グを選び、 下の図のとお り に設定し

て く だ さい。

 

図6-11 コネクシ ョ ン割付ウ ィ ン ド ウ
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画面左下の ［詳細表示］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ［パケ ッ ト イ ン ターバル(RPI)］ を200msに設定し ます。

設定後、 ［登録］ ボタ ン、 ［閉じ る］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 

図6-12 パケ ッ ト 間隔の設定

「デバイスパラ メ ータの編集」 画面で、 [OK]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 

図6-13 登録されたOS32C
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6.3 CJ2にEtherNet/IP設定をダウンロー ド する

以上の手順で、 タグのセ ッ ト ア ッ プが完成し ま し た。 次に、 EtherNet/IP設定を CJ2にダウンロー ド し

ます。 USBケーブルを使って、 パソ コ ンをCJ2に接続し て く だ さい。

Network Configuratorの[オプシ ョ ン] メ ニューで、 [ イ ン ターフ ェ ースの選択] を選び、 [CJ2 USB/Serial

Port]を選択し ます。

 

図6-14 イ ン ターフ ェ ースの選択

次に、 ［ネ ッ ト ワーク］ メ ニューから ［接続］ を選択し ます。

[TCP:2]を選択し、 [OK]を ク リ ッ クする と、 パソ コ ン とCJ2が接続されます。

図6-15 ネ ッ ト ワークポー ト の選択

CJ2Bアイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [パラ メ ータ]を選び、 [ダウンロー ド ]を選択し ます。

 

図6-16 デバイスへのダウンロー ド
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表示された画面で、 [現在のモー ド でダウンロー ド ]を ク リ ッ クする と、 CJ2をプログラムモー ド に変更

せずにモジュールをダウンロー ド する こ とができます。

図6-17 カ レン ト モー ド でのダウンロー ド
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7. NJシ リーズとの通信設定

こ こ では、 OS32Cと オムロン製PLC NJ5間のEtherNet/IP通信設定の方法について説明し ます。

7.1 NJ5 EthreNet/IPアダプタ設定

Sysmac Studioプログラ ミ ングツールを開き、 該当する機械のプロジ ェ ク ト を開きます。 あるいは、 新

規のプロジ ェ ク ト を作成し ます。 下図のよ う に、 ［構成 ・ 設定］ メ ニューから ［内蔵EtherNet/IPポー

ト 設定］ をダブルク リ ッ ク し ます。

 

図7-1 内蔵EtherNet/IPポー ト の設定

表示されたウ ィ ン ド ウで、 NJのIPア ド レスを正し く 設定し て く だ さい。 こ こ では、 NJを192.168.250.1

に、 OS32Cを192.168.250.7に設定し ます。

図7-2 IPア ド レスの設定
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7.2 NJにタグをセ ッ ト ア ッ プする

NJシ リーズは、 タグベースのI/O構造をサポー ト し ていますが、 OS32CとNJ間のEtherNet/IP通信を正

常に行う には、 NJ内にタグを生成する必要があ り ます。

メ ニュータ ブの[プログラ ミ ング]タ ブで、 [データ]を ク リ ッ ク し、 [データ型]を選びます。

図7-3 データ型

表示されたウ ィ ン ド ウで、 「名称」 を右ク リ ッ ク し、 [データ型新規作成]を選択し ます。

 

図7-4 データ型の新規作成

新規のデー タ 型 と し て、 「OS32C_Scanner_IN」 と 「OS32C_Scanner_OUT」 の2 つ を作成 し、 いずれ も

［データ型］ を 「STRUCT」 に指定し ます。 生成された タグは下図のよ う に表示されます。

図7-5 OS32CのIN構造体データ型とOUT構造体データ型
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これで、 ベース と なる タグが作成されま し た。 次は、 各タグにアセンブ リI/Oデータ を追加し ます。 タ

グの名前を右ク リ ッ ク し、 [メ ンバ新規作成]を選びます。 下図のよ う に、 すべてI/Oデータが追加され

るまで、 この手順を繰り返し て く だ さい。

図7-6 OS32C IN構造体メ ンバーとOUT構造体メ ンバ

7.3 タグをグローバル変数に設定する

以上の手順で、 OS32CのEtherNet/IPタ グとI/OデータがNJ内に生成されま し た。 次に、 NJがEtherNet/

IP通信を行う 個々のOS32Cのためのグローバル変数を生成する必要があ り ます。

プロジ ェ ク ト の作業スペースで、 [グローバル変数] を ク リ ッ ク し ます。 グローバル変数ウ ィ ン ド ウで

右ク リ ッ ク し、 [新規作成]を選ぶと、 新しい変数が作成されます。

図7-7 グローバル変数

図7-8 グローバル変数の新規作成

作成し た変数に名前をつけ、 変数型から構造体名を選択し ます。 また、 タグに対し て、 ネ ッ ト ワーク

の入力か出力かを定義する必要があ り ます。 この設定を送信変数、受信変数についてそれぞれ1回ずつ

行います。
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OS32Cの送信 ・ 受信タグは下記の図のよ う にな り ます。

 

図7-9 OS32Cの送信 ・ 受信タグ

タグの作成では、 OS32Cによ り送信された情報は 「入力」 と し ての名前が付けられますので、 注意が

必要です。 つま り、 OS32Cから得られるデータは、 NJ5によ っ て受信されるため、 NJ5への 「入力」 と

な り ます。 逆に、 OS32Cが受信する情報は、 NJ5によ っ て送信 （出力） されたものであるため、 ネ ッ

ト ワーク公開のタ イプは 「出力」 に設定し ます。

7.4 Network Configuratorにタグをエクスポー ト する

NJに作成された タグをNetwork Configuratorにエ ク スポー ト し、使用する こ とができます。 これによ り、

タグのI/O構造が合致し ているかを確認する こ とができます。

メ イ ンウ ィ ン ド ウの[ツール]から[グローバル変数のエ ク スポー ト ]を選び、 [Network Configurator]を選

択し ます。

 

図7-10 グローバル変数のエクスポー ト

これによ り、Excelワーク シー ト のデータがcsvフ ァ イルで保存され、Network Configuratorから イ ンポー

ト できるよ う にな り ます。

7.5 EtherNet/IPネ ッ ト ワーク を設定する

NJへのEthernet /IP接続を設定するには、Network Configuratorを起動し、新規のEtherNet/IPプログラム

を作成し ます。

ハー ド ウ ェ ア リ ス ト から、EtherNet/IPネ ッ ト ワークに、NJ5とOS32Cを ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プ し ます。 IP

ア ド レスがハー ド ウ ェ アのIP設定と同じ になっ ているか確認し て く だ さい。

図7-11 NJ5とOS32CをEtherNet/IPネ ッ ト ワークへ追加
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NJ5をダブルク リ ッ ク し、 [タグセ ッ ト ]タ ブを選びます。 [フ ァ イル操作]ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [フ ァ イ

ルから イ ンポー ト ]を選択し て く だ さい。

図7-12 タグセ ッ ト を フ ァ イルから イ ンポー ト

Sysmac Studioから エ ク スポー ト された、 ネ ッ ト ワーク タグが含まれている csv フ ァ イルを探し、 [OK]

ボタ ンを押し ます。 ダイアログが表示されたら、 [はい]を ク リ ッ ク し、 シンボルを イ ンポー ト し ます。

これで、 タ グが ［入力 - 受信］ タ ブおよび ［出力 - 送信］ タ ブにそれぞれ追加されます。 追加される

と、 [入力 - 受信]タ ブ と[出力 - 送信]タ ブが下図のよ う に表示されます。

図7-13 入力 - 受信タ ブ

図7-14 出力 - 送信タ ブ
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[コネク シ ョ ン]タ ブを選びます。OS32Cモジュールが未登録デバイス一覧の下に表示されます。OS32C

モジュールを選択し、 下方向の矢印を ク リ ッ クする と、 OS32Cが未登録デバイス一覧から登録デバイ

ス一覧へと移動し ます。

OS32Cが登録デバイス一覧に表示されたら、 OS32Cをダブルク リ ッ ク し て く だ さい。 コネク シ ョ ン割

付ウ ィ ン ド ウが表示されます。 左側のタグ名に合わせて、 右側の入力および出力アセンブ リ を設定し

ます。 こ こ では、 個々の接続において、 タグは1つのみと し ています。 RPI値には200を指定し て く だ さ

い。 設定が完了する と、 下図のよ う にな り ます。

 

図7-15 コネクシ ョ ン割付ウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウ下の[登録]ボタ ンを押し た後、 [閉じ る]ボタ ンを押し ます。 最後に、 「デバイスパラ メ ータ

の編集」 ページで[OK]を ク リ ッ ク し て く だ さい。

ネ ッ ト ワークが下図のよ う に表示されます。 赤線で囲んだ部分の矢印は、 ノ ー ド がNJ5に登録されて

いる こ と を示し ています。

図7-16 NJ5に登録されたOS32C
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7.6 EtherNet/IP設定をNJにダウンロー ド する

NJ5をUSBケーブルでパソ コ ンに接続し ます。

Network Configuratorで、 [オプシ ョ ン]のプルダウン メ ニューを ク リ ッ ク し、 [イ ン タ フ ェ ースの選択]を

選び、 [NJ Series USB Port]を選択し て く だ さい。

次に、 ［ネ ッ ト ワーク］ メ ニューから ［接続］ を選択し ます。

[TCP:2]を ク リ ッ ク し、 [OK]を押し ます。

図7-17 ネ ッ ト ワークポー ト の選択

[既存のネ ッ ト ワーク]を選び、 [OK]を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図7-18 既存のネ ッ ト ワーク
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NJ5アイ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [パラ メ ータ]を選び、 [ダウンロー ド ]を選択し ます。

図7-19 NJ5へのダウンロー ド

[現在のモー ド でダウンロー ド]を ク リ ッ クする と、NJ5をプログラムモー ド に変更せずにダウンロー ド

する こ とができます。

 

図7-20 カ レン ト モー ド でのダウンロー ド

ダウンロー ドが完了し たら、 [OK]を ク リ ッ ク し ます。 これでセ ッ ト ア ッ プは完了し ま し た。
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8. 複数台のOS32C、 PLCのセ ッ ト ア ッ プ

EtherNet/IP対応OS32Cは、 複数ユニ ッ ト を使ったポーリ ングが可能です。 複数のEtherNet/IPマス ターデバイ

スから1台のOS32Cをポーリ ング し た り、 1台のEtherNet/IPマス ターデバイスから複数のOS32Cをポー リ ング

する こ と も可能です。

8.1 1台のPLCから複数のOS32Cをポーリ ングする

1台のマス ターデバイスから複数のOS32Cをポーリ ング し ます。

Network Configuratorを開き、 EtherNet/IPネ ッ ト ワークに、 必要台数分のOS32Cを追加し ます。 こ こ で

は、 1台のCJ2コ ン ト ローラ と3台のOS32Cを想定し ます。

図8-1 1台のPLCと複数のOS32C

CJ1W-EIP21アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し、 ［タグセ ッ ト ］ タ ブを選びます。 さ らに、 ［入力 - 受信］ タ

ブを選び、 ［タグ編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

図8-2 タグの編集
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［タグ名］ にD0を入力し て く だ さい。 こ こ で指定された メ モ リ場所にし たがっ て、 PLCに書き込みが行

われます。 ［サイズ］ には32バイ ト を指定し ます。 この値は、 OS32Cの[ターゲ ッ ト 入力]バイ ト 数と合

わせる必要があ り ます。 この手順は、 このマス ターに登録するOS32Cの台数分だけ繰り返し ます。 メ

モ リ場所が重複し ないよ う 注意し て く だ さい。

図8-3 [入力]タグの作成

[登録]を ク リ ッ クする と タグが作成されます。 以上の手順をすべてのOS32Cに対し て行っ て く だ さい。

［出力 - 送信］ タ ブを選び、 ［新規］ を ク リ ッ ク し て新しいタグを作成し ます。
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［タ グ名］ に D100 を入力し て く だ さい。 こ こ で指定された メ モ リ場所に し たがって、 PLCに書き込み

が行われます。 PLCでは、 D100はDM100と な り ます。 ［サイズ］ には2バイ ト を指定し ます。 この値は、

OS32Cの[ターゲ ッ ト 出力]バイ ト 数と合わせる必要があ り ます。

 

図8-4 [出力]タグの作成

[登録]を ク リ ッ クする と タグが作成されます。

すべてのタグ作成が完了する と、 タグウ ィ ン ド ウは、 下図のよ う にな り ます。

 

図8-5 作成が完了し た[出力]タグ



47

は
じ

め
に

セーフ テ ィ レーザスキャナ OS32C-DM シ リーズ接続マニュアル

複数台のOS32C、 PLCのセ ッ ト ア ッ プ

[コネク シ ョ ン]タ ブを選択し、 OS32Cを選んで、 下向きの矢印 ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。 下図

のよ う に、 未登録デバイス リ ス ト から登録デバイス リ ス ト へと移動し ます。 このマス タに登録するす

べてのOS32Cに対し て、 この手順を繰り返し ます。

図8-6 PLCへ各OS32Cを登録

登録デバイス リ ス ト でそれぞれのOS32Cをダブルク リ ッ ク し、 OS32CのI/O場所を設定し ます。 3台の

OS32Cに対し て、 それぞれ入力タグと出力タグを選んで設定し て く だ さい。 OS32Cからのデータが書

き込まれるPLCのDMの場所を選択し ます。 この手順は、 すべてのOS32Cに対し て行います。

図8-7 コネク シ ョ ン割付ウ ィ ン ド ウ
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すべてのOS32Cの設定が完了する と、 画面は下図のよ う にな り ます。

図8-8 OS32Cの設定完了

これで、 3台のOS32Cが、 CJ2に登録されま し た。

図8-9 登録完了
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8.2 複数のPLCから1台のOS32Cをポーリ ングする

複数のデバイスから1台のOS32Cをポー リ ングするための設定は、 1台のデバイスによる複数のOS32C

のポー リ ング設定とほとんど同じ です。 この設定のポイ ン ト は、 複数デバイスの う ち 1台を OS32Cの

[Exclusive Owner]と し、 他のデバイスは[Listen only]あるいは[Input Only]と し て設定を し ます。

「Input Only」 設定例

図8-10 「Input Only」 設定例

「Listen Only」 設定例

図8-11 「Listen Only」 設定例
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「Input Only」、 「Listen Only」 のう ち、 どち らの設定も可能ですが、 両者には以下のよ う な違いがあるた

め、 注意が必要です。

1. 「Input Only」 設定例:この設定では、 デバイスは、 RPI設定レー ト に基づいて、 OS32Cへのポー リ ング

メ ッ セージを生成するため、 多 く のデバイスがOS32Cのデータ を要求し ている場合、 問題と なる可

能性があ り ます。

2. 「Listen Only」 :この設定では、 デバイスは、 ネ ッ ト ワーク上のマス タによ って生成された メ ッ セージ

を リ スンするのみで、 自身がメ ッ セージを生成する こ とはあ り ません。 ネ ッ ト ワーク上のメ ッ セー

ジ生成を制限する こ とはできますが、 マス タデバイスがポー リ ングを停止し た場合、 他のデバイス

のポー リ ングも停止と な り ます。
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9. パソ コ ンベースのデバイス との通信を設定する

こ こ では、 OS32C と パ ソ コ ン ベースのデバイ ス間 と の通信設定について説明 し ています。 ま た、 単一の

EtherNet/IPサブネ ッ ト やネ ッ ト ワークにおける OS32C との通信に必要なEtherNet/IPの仕様について も述べ

ています。標準Ethernet型のネ ッ ト ワーク を使用する場合も、 このマニュアルで提供し ている通信フ ォーマ ッ

ト を使っ てサブネ ッ ト ・ ネ ッ ト ワーク通信が可能です。

9.1 EtherNet/IPコマン ド プロ ト コル

電子データグラムコ マン ド のペイ ロー ド はすべて、 24バイ ト の固定長を持つヘ ッ ダ と それに続 く 任意

のデータ部分から な り ます。 データグラムの全ペイ ロー ド 長は、 TCP/IPメ ッ セージでは65535バイ ト 、

UDP/IPメ ッ セージでは1500バイ ト に制限されています。 下の表10は、 EtherNet/IPコ マン ドの基本構造

の概要です。

9.1.1 表10 ： EtherNet/IPデータグラムヘ ッ ダのコマン ド フ ォーマ ッ ト

9.2 EtherNet/IPコマン ド リ ス ト

EtherNet/IPでは、 下の表11のよ う な基本コ マン ド を使って、 全スキャナデータにアクセスする こ とが

できます。

9.2.1 表11 ： EtherNet/IPコ マン ド リ ス ト

構造 フ ィ ールド名 データ型 データサイズ フ ィ ールド値

カ プセル化ヘ ッ ダ Command UINT 2バイ ト カプセル化コマン ド番号

Length UINT 2バイ ト カプセル化ヘ ッ ダに続 く 、 メ ッ セージのコマン ド

固有データ部分のバイ ト 長

Session Handle ID UDINT 4バイ ト 設定やラ ン タ イムモニ タ リ ングに使用するセ ッ

シ ョ ンID

Status UDINT 4バイ ト 返信メ ッ セージに使用するステータ ス コー ド

Sender Context 

Data

8オク テ ッ ト 配列 8バイ ト カプセル化コマン ドの送信者固有の情報

Command options UDINT 4バイ ト 任意のコマン ド フ ラグ

コ マン ド固有デー

タ

Command data 0～65511オク テ ッ

ト 配列

0～65511バイ ト 特定のコマン ド にのみ要求される、 メ ッ セージの

カプセル化されたデータ部分

コ マン ド名 コマン ド コー ド 説明

NOP 0x0000 TCP通信中にTCP接続検証のために使用する無操作コマン ド （TCPのみを使用し て送

信可能）

List Services 0x0004 EtherNet/IPサービスが使用できるOS32Cのリ ス ト を提供 （UDPとTCPのいずれかを使

用し て送信可能）

List Identity 0x0063 OS32CのEtherNet/IP識別、 ベンダー ID、 デバイスID、 シ リ アルナンバーなどの情報リ

ス ト を提供 （UDPとTCPのいずれかを使用し て送信可能）

List Interfaces 0x0064 OS32CのEtherNet/IPアセンブ リ、 入力 ・ 出力オブジ ェ ク ト イ ン タ フ ェースのリ ス ト を

提供 （UDPとTCPのいずれかを使用し て送信可能）

Register Session 0x0065 OS32Cとの通信セ ッ シ ョ ンを開始、 確立 （TCPのみを使用し て送信可能）

Un-Register Session 0x0066 確立されたOS32Cとの通信セ ッ シ ョ ンを終了 （TCPのみを使用し て送信可能）

SendRRData 0x006F サブ コ マン ド および任意データ と と もに要求 ・ 応答コマン ド をOS32Cに送信 （TCPの

みを使用し て送信可能）
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OS32Cとのコ マン ド 要求が正常に確立された場合、 Statusフ ィ ールド は 「0」 にな り、 正常に確立され

なかった場合、 Statusフ ィ ールド には、 下記のいずれかのエ ラーコー ドが含まれます。

9.2.2 表12 ： EtherNet/IP状態エラーコー ド リ ス ト

9.3 EtherNet/IPコマン ド固有データ

下の表13のよ う に、OS32Cが提供する コ マン ド固有データは、CIP共通パケ ッ ト フ ォーマ ッ ト に準拠す

る必要があ り ます。

9.3.1 表13 ： EtherNet/IP共通パケ ッ ト フ ォーマ ッ ト （CPF）

エラーコー ド 説明

0x0000 コマン ド要求エラーな し

0x0001 無効な コマン ド を使った要求

0x0002 対象デバイスのメ モ リ不足

0x0003 不正なデータ を使用し た要求

0x0064 無効なセ ッ シ ョ ンハン ドルを使用し た要求

0x0065 無効な コマン ドの長さの要求

0x0069 サポー ト されていないプロ ト コルのバージ ョ ンを使った要求

フ ィ ールド名 データ型 説明

Item count UINT 準拠項目数

Item #1 項目の構造 フ ィ ールド名 データ型 説明 1番目の共通パケ ッ ト フ ォーマ ッ ト （CPF） 項

目Type ID UINT カプセル化項目

の種類

Length UINT Dataフ ィ ールド

のバイ ト 長

Data Variable データ （長さ

>0） 

Item #2 項目の構造 （上記参照） 2番目のCPF項目

------ ------ ------

Item #n 項目の構造 （上記参照） n番目のCPF項目
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9.4 EtherNet/IPコマン ド

9.4.1 List Identityコマン ド

List Identityコマン ドは、 発信元が使用する こ と で、 OS32Cの特定および識別ができます。 コ マン ド は、

TCPあるいはUDP を使ったユニキャ ス ト メ ッ セージや、 あるいは、 UDPによるブロー ド キャ ス ト メ ッ

セージ と し て送信し ますが、 後者の場合、 セ ッ シ ョ ンを確立する必要があ り ません。 返信は常にユニ

キャ ス ト メ ッ セージ と し て返されます。

ブロー ド キャ ス ト メ ッ セージ と し て受信し た場合、受信デバイス側では、擬似ラ ンダム遅延時間の後、

EtherNet/IP標準の2-4.2.3セクシ ョ ンの指定に従って応答を返し ます。 この応答の遅延によ っ て、 送信

されたARP要求と ネ ッ ト ワーク上の対象デバイスからのList Identity応答が確実にやり と り されます。

9.4.2 表14 ： List Identityコマン ド要求

9.4.3 表15 ： List Identityコマン ド応答

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IPヘ ッ

ダ

Command 0x0063 UINT 2バイ ト List Identityコ マン ド

Length 0 UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle 

ID

任意の値 UDINT 4バイ ト 任意 （対象デバイス側で無視）

Status 0 UDINT 4バイ ト 0

Sender Context 

Data

UINT 2バイ ト 最大応答遅延時間 （ ミ リ秒）

0 ARRAY[6] 6バイ ト 受信側はReserved(保留)フ ィ ールド を無視、 値は

「0」

Command 

options

0 UDINT 4バイ ト 0

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x0063 UINT 2バイ ト List Identityコマン ド

Length UINT 2バイ ト コ マン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト 任意 （受信側で無視）

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常に行われた場合のエラー状態は0x0000

Sender Context 

Data

Array[8] オクテ ッ

ト 配列

8バイ ト オ リ ジナル要求の値、 長さ8

最大応答遅延時間 （ ミ リ秒）

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Item Count 1 UINT 2バイ ト

Item ID 0x0C UINT 2バイ ト CIP識別オブジ ェ ク ト

Item Length 2 UINT 2バイ ト 項目のバイ ト 数

オク テ ッ ト 配列 表16 ： EtherNet/IP識別オブジ ェ ク ト パラ メ ータ を参

照.
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9.4.4 表16 ： EtherNet/IP識別オブジ ェ ク ト パラ メ ータ

9.4.5 Register Sessionコマン ド

Register session コ マン ドは、 TCPポー ト を使用し ているOS32Cから TCPセ ッ シ ョ ンのハン ドルを取得

するだけの単一ステ ッ プのコ マン ド です。 取得し たセ ッ シ ョ ンハン ド ルは、 それ以後のすべてのTCP

およびUDP I/O通信に使用する こ とができます。 List IdentityまたはList Interfaceコ マン ド を使った標準

UDP通信では、 セ ッ シ ョ ンハン ド ルは必要あ り ません。

9.4.5.1 必要順序 ：

･ Register Sessionコマン ド を使ってOS32Cからのセ ッ シ ョ ンハン ド ルを要求し ます。

9.4.6 表17 ： Register Sessionコ マン ド要求

パラ メ ータ名 データ型 説明

Encapsulation Protocol Version UINT サポー ト されているカ プセル化プロ ト コルのバージ ョ ン （Register Session応答に

よ っても返される）

Socket Address 下記の構造体

INT sin_family （ビ ッ グエンデ ィ アン）

UINT sin_port （ビ ッ グエンデ ィ アン）

UDINT sin_addr （ビ ッ グエンデ ィ アン）

ARRAY[8] UINT8 [8] sin_zero （長さ8） （ビ ッ グエンデ ィ アン）

Vendor ID UINT デバイス製造元のベンダー ID

Device Type UINT 製品のデバイス種類

Product Code UINT デバイス種類ご との割り当て製品コー ド

Revision ARRAY[2] デバイス改定

Status WORD デバイスの現在の状態

Serial Number UDINT デバイスのシ リ アルナンバー

Product Name ARRAY[32] デバイスの通称

State UINT8 デバイスの現在の状況

データグラム部分 フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IPヘ ッ ダ Command 0x0065 UINT 2バイ ト セ ッ シ ョ ンハン ドルの要求

Length 4 UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID 0 UDINT 4バイ ト 任意 （OS32C側で無視）

Status 0 UDINT 4バイ ト

Sender Context Data Array[8] オク テ ッ ト

配列

8バイ ト 任意、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト 0

コ マン ド固有デー

タ

Protocol Version 1 UINT 2バイ ト

Option flags 0 UINT 2バイ ト
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9.4.7 表18 ： Register Sessionコ マン ド応答

ヘ ッ ダのSession Handleフ ィ ールド には、 OS32Cが生成する識別子が格納されます。 ク ラ イアン ト のア

プ リ ケーシ ョ ンがこれを保存し、 それ以後のすべてのコ マン ド要求について、 ヘ ッ ダのSession Handle

フ ィ ール ド に挿入されます。 このフ ィ ールドは、 Statusフ ィ ールドが 「0」 の場合のみ、 有効にな り ま

す。 ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンが正常にOS32Cに登録される と、 Statusフ ィ ール ドは 「0」 と な

り、 正常に登録されなかった場合は、 次のよ う なエ ラーコー ドがStatusフ ィ ールド に返されます。

･エラーコー ド 0x0001 ： ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンが同一のTCP接続において1回以上ア ク テ ィ

ブなセ ッ シ ョ ンを登録し よ う と試みた場合

･エラーコー ド0x0002：OS32C側にク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンを登録するための十分な リ ソース

がない場合

･エラーコー ド0x0069 ： プロ ト コルバージ ョ ンやオプシ ョ ンが、 以下のよ う に不一致である場合

ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンが正常に登録された場合、 Protocol Versionフ ィ ールド には要求され

たバージ ョ ンが格納されますが、 OS32C側で要求バージ ョ ンをサポー ト し ていない場合、

･セ ッ シ ョ ンは確立し ない

･Statusフ ィ ールドは 「サポー ト されていないカプセル化プロ ト コル」 （0x0069） と なる

･OS32Cは、 サポー ト されている最大のバージ ョ ンをProtocol Versionフ ィ ールド に返す

9.4.8 Un-Register Sessionコ マン ド

ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ンあるいはOS32Cが、TCPポー ト を使って このコ マン ド を送信し、セ ッ

シ ョ ンを終了させます。 このコ マン ド を受け取った場合、 受信側は基礎になるTCP/IP接続の終了を開

始し ます。 また、 ク ラ イアン ト のアプ リ ケーシ ョ ン と OS32C間の接続が終了し た場合もセ ッ シ ョ ンは

終了し ます。 受信側は、 セ ッ シ ョ ンの終了に必要なあらゆる処理を実行し ます。 このコ マン ド に対す

る応答はあ り ません。

9.4.8.1 必要順序 ：

･ Register Sessionコマン ド （セク シ ョ ン9.4.5参照） を使っ てOS32Cからのセ ッ シ ョ ンハン ドルを要求後

･ 現状のセ ッ シ ョ ンハン ドルを用いてOS32Cから ログオフ

テレグラム ・

データグラム部分

フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データ

サイズ

備考

EtherNet/IPヘ ッ ダ Command 0x0065 UINT 2バイ ト セ ッ シ ョ ンハン ドルの要求

Length 4 UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト OS32Cから返されるセ ッ シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常に行われた場合のエラー状態は0x0000

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ

ト 配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト 0

コ マン ド固有

データ

Protocol Version UINT 2バイ ト サポー ト されている場合はRegister Session要求のバー

ジ ョ ン。 要求バージ ョ ンが未サポー ト の場合、 サポー

ト し ている最大バージ ョ ンを格納。

Option flags UINT 2バイ ト サポー ト されている場合はRegister Session要求の任意

フ ラグ。 要求された任意フ ラグが未サポー ト の場合、

サポー ト されている任意フ ラグを格納。
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9.4.9 表19 ： Un-Register Sessionコマン ド要求

受信側は、 カプセル化ヘ ッ ダの予期し ない値 （無効なセ ッ シ ョ ンハン ドル、 0以外の状態、 0以外のオ

プシ ョ ン、 あるいは追加コ マン ド データ など） が原因で、 Un-Register Session コ マン ド を拒否する こ

とはあ り ません。 いずれの場合も、 TCP接続は終了し ます。

9.4.10 SendRRDataコ マン ド

SendRRData コ マン ド は、 TCPポー ト を使っ て発信元と対象と なる OS32C との間で カ プセル化し た要

求 ・ 応答パケ ッ ト を交換するためのコ マン ド で、 発信元が送信し ます。 実際の要求 ・ 応答パケ ッ ト は、

メ ッ セージのデータ部分がカプセル化され、 対象と なるOS32C と発信元との間でやり と りが完結し ま

す。

9.4.11 表20 ： SendRRDataコ マン ド要求

テレグラム ・

データグラム部分

フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データ

サイズ

備考

EtherNet/IPヘ ッ ダ Command 0x0066 UINT 2バイ ト セ ッ シ ョ ンの終了

Length 0 UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト 現状のセ ッ シ ョ ンハン ドルID値

Status 0 UDINT 4バイ ト

Sender Context 

Data

Array[8] オクテ ッ ト

配列

8バイ ト 任意、 長さ8 （OS32C側で無視）

Command options 0 UDINT 4バイ ト 0

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコ マン ド

Length UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取ったセ ッ

シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 0

Sender Context 

Data

0 ARRAY[8] 8バイ ト 受信側はReserved(保留)フ ィ ールド を無視、 値は 「0」

Command options 0 UDINT 4バイ ト 0

コ マン ド固有

データ

Interface Handle 

ID

0 UDINT 4バイ ト 発信元 （PLCまたはパソ コ ン） が選択し たイ ン タ

フ ェースハン ドル

Timeout 0 UINT 2バイ ト 0～65535秒

Encapsulation 

packet

セク シ ョ ン9.3および9.4.12 表21 ： Get Single Attribute

サービスコー ド要求CPFデータの共通パケ ッ ト フ ォー

マ ッ ト 仕様を参照。
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9.4.12 表21 ： Get Single Attributeサービス コー ド要求CPFデータ

9.4.13 表22 ： Get Single Attribute要求に対するSendRRDataコマン ド応答

フ ィ ールド名 サブ フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

Encapsulation packet Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length 8 UINT 2バイ ト データ項目の長さ

Data Item 1 サービスコー ド

番号

UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single 

Attribute要求

Data Item 2 0x03 UINT8 1バイ ト 要求パスサイズ （ワー ド）

Data Item 3 0x20 UINT8 1バイ ト 論理ク ラスの種類

Data Item 4 ク ラス番号 UINT8 1バイ ト 論理ク ラス番号

Data Item 5 0x24 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンスの種類

Data Item 6 イ ンス タ ンス番

号

UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンス番号

Data Item 7 0x30 UINT8 1バイ ト 論理属性の種類

Data Item 8 属性番号 UINT8 1バイ ト 論理属性番号

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコ マン ド

Length UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取った

セ ッ シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常に行われた場合のエラー状態は0x0000

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ ト

配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Interface Handle ID 0 UDINT 4バイ ト 発信元 （PLCまたはパソ コ ン） が選択したイ ン

タ フ ェースハン ドル

Timeout 0 UINT 2バイ ト 0～65535秒

カ プセル化パ

ケ ッ ト

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length 8 + データの長

さ

UINT 2バイ ト データ項目の長さ

Data Item 1 応答 UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single Attribute応答

コー ド

Reserved field 0 UINT8 1バイ ト Reserved(保留)フ ィ ールドは使用し ない

Data Item 2 Status UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single Attributeエ

ラー状態コー ド

Data Item 3 追加状態サイズ UINT8 1バイ ト 追加のエラー状態情報 （16ビ ッ ト Word） の数

属性データ Data Array ARRAY[] データの長さ 属性データがある場合
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9.4.14 表23 ： Set Single Attributeサービスコー ド要求CPFデータ

9.4.15 表24 ： Set Single Attribute要求に対するSendRRDataコ マン ド応答

フ ィ ールド名 サブ フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

Encapsulation 

packet

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length 8 + データの

長さ

UINT 2バイ ト データ項目の長さ

Data Item 1 サービスコー

ド番号

UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single Attribute要求

Data Item 2 0x03 UINT8 1バイ ト 要求パスサイズ （ワー ド）

Data Item 3 0x20 UINT8 1バイ ト 論理ク ラスの種類

Data Item 4 ク ラ ス番号 UINT8 1バイ ト 論理ク ラス番号

Data Item 5 0x24 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンスの種類

Data Item 6 イ ンス タ ンス

番号

UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンス番号

Data Item 7 0x30 UINT8 1バイ ト 論理属性の種類

Data Item 8 属性番号 UINT8 1バイ ト 論理属性番号

Data Array ARRAY[] 属性データの

長さ

属性データ

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコマン ド

Length UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取ったセ ッ

シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常に行われた場合のエラー状態は0x0000

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ

ト 配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Interface Handle ID UDINT 4バイ ト 発信元 （PLCまたはパソ コ ン） が選択し たイ ン タ

フ ェースハン ドル

Timeout 0 UINT 2バイ ト 0～65535秒

カ プセル化パ

ケ ッ ト

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length 8 + データの

長さ

UINT 2バイ ト データ項目の長さ

Data Item 1 応答 UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single Attribute応答コー

ド

Reserved field 0 UINT8 1バイ ト Reserved(保留)フ ィ ールドは使用し ない

Data Item 2 Status UINT8 1バイ ト Get Single AttributeまたはSet Single Attributeエラー状

態コー ド

Data Item 3 追加状態サイ

ズ

UINT8 1バイ ト 追加のエラー状態情報 （16ビ ッ ト Word） の数
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SendRRData コ マン ドは、 発信元 （パソ コ ンまたはPLC） と対象デバイス （OS32C） との間にUDP I/O

接続を確立する場合にも使われます。 セク シ ョ ン9.4.16 表25 ： Large Forward Open要求のカプセル化パ

ケ ッ ト では、 OS32CからUDP I/O接続によるス ト リー ミ ングを開始する際に、 SendRRDataコ マン ド と

と もに使用する共通パケ ッ ト フ ォーマ ッ ト を記載し ています。

9.4.16 表25 ： Large Forward Open要求のカプセル化パケ ッ ト

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコマン ド

Length UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取った

セ ッ シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常に行われた場合のエラー状態は0x0000

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ ト

配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Interface Handle ID UDINT 4バイ ト 発信元 （PLCまたはパソ コ ン） が選択し たイ ン タ

フ ェースハン ドル

Timeout 0 UINT 2バイ ト 0～65535秒

カ プセル化

パケ ッ ト

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length (ex.54) UINT 2バイ ト データ項目の長さ、 下記に続 く データの長さ

Data Item 1 0x5B UINT8 1バイ ト Large Forward Open要求

Data Item 2 0x02 UINT8 1バイ ト 要求パスサイズ （ワー ド）

Data Item 3 0x20 UINT8 1バイ ト 論理ク ラスの種類

Data Item 4 0x06 UINT8 1バイ ト 論理ク ラス要求

Data Item 5 0x24 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンスの種類

Data Item 6 0x01 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンス要求

Data Item 7 0x06 UINT8 1バイ ト 優先タ イムテ ィ ッ ク

Data Item 8 (ex.880) UINT8 1バイ ト タ イムアウ ト テ ィ ッ ク （ms）

Data Item 9 0 UDINT 4バイ ト 発信元→対象識別番号

Data Item 10 任意 UDINT 4バイ ト 対象→発信元識別番号、 こ こ ではラ ンダム数を使

用

Data Item 11 任意 UINT 2バイ ト 接続シ リ アルナンバー

Data Item 12 405 UINT 2バイ ト ベンダー識別番号、 こ こではORTベンダー IDを使

用可能

Data Item 13 任意 UDINT 4バイ ト 発信元シ リ アルナンバー

Data Item 14 0 UINT8 1バイ ト 接続タ イムアウ ト 乗数

（デフ ォル ト  = 0）

Data Item 15 0 UINT8 1バイ ト 保留

Data Item 16 0 UINT8 1バイ ト 保留

Data Item 17 0 UINT8 1バイ ト 保留

Data Item 18 任意

（例 ： 880000）

UDINT 4バイ ト 発信元→対象繰り返しパケ ッ ト 間隔 （RPI） （ ミ リ

秒 ： us）

Data Item 19 （例 ：

0x48000008）

UDINT 4バイ ト 発信元→対象接続パラ メ ータ

EDSフ ァ イル参照 

Data Item 20 任意

（例 ： 80000）

UDINT 4バイ ト 対象→発信元繰り返しパケ ッ ト 間隔 （RPI） （ ミ リ

秒 ： us）
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9.4.17 表26 ： Large Forward Open要求に対するSendRRDataコ マン ド応答

Data Item 21 （例 ：

0x48000588）

UDINT 4バイ ト 対象→発信元接続パラ メ ータ 

EDSフ ァ イル参照 

Data Item 22 0x01 UINT8 1バイ ト ト ラ ンスポー ト ク ラス ト リ ガ、 ク ラ イアン ト

Data Item 23 0x04 UINT8 1バイ ト 接続パスのワー ド数

Data Item 24 0x20 UINT8 1バイ ト 接続パスク ラス、 イ ンス タ ンス

Data Item 25 0x04 UINT8 1バイ ト アセンブ リ オブジ ェ ク ト 接続パス論理ク ラ ス

Data Item 26 0x24 UINT8 1バイ ト 接続パス論理イ ンス タ ンスセグ メ ン ト

Data Item 27 0x01 UINT8 1バイ ト 接続パス論理イ ンス タ ンス

Data Item 28 0x2c UINT8 1バイ ト 接続ポイ ン ト 、 発信元→対象

Data Item 29 任意(例:112) UINT8 1バイ ト 出力アセンブ リ番号 　 EDSフ ァ イル参照 

Data Item 30 0x2c UINT8 1バイ ト 接続ポイ ン ト 、 対象→発信元

Data Item 31 任意(例:102) UINT8 1バイ ト 入力アセンブ リ番号 　 EDSフ ァ イル参照 

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコマン ド

Length UINT 2バイ ト コ マン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け

取ったセ ッ シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常の場合 「0」

Sender Context Data Array[8] オクテ ッ ト 配列 8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Connection Interface 

Handle

UDINT 4バイ ト データ ス ト リームで使用する接続イ ン タ

フ ェ ースハン ドル

Timeout Period UINT 2バイ ト タ イマで使用する接続タ イムアウ ト 期間

カ プセル化

データ

Item count 4 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length データ長 UINT 2バイ ト データ項目の長さ、 下記に続 く データの

長さ

Data Item 1 応答

(例:0xDB)

UINT8 1バイ ト 応答コー ド

Reserved field 0 UINT8 1バイ ト Reserved(保留)フ ィ ールドは使用し ない

Data Item 2 Status UINT8 1バイ ト 状態コー ド

Data Item 3 追加状態

サイズ

UINT8 1バイ ト 追加状態サイズデータ。 「0」 でない場合

は、 記載のエラー状態記述を確認。

Data Item 4 UDINT 4バイ ト 発信元→対象識別番号 （ID）

Data Item 5 UDINT 4バイ ト 対象→発信元識別番号 （ID）

Data Item 6 UINT 2バイ ト 接続シ リ アルナンバー

Data Item 7 UINT 2バイ ト 発信元デバイスベンダー ID番号

Data Item 8 UDINT 4バイ ト 発信元デバイスシ リ アルナンバー

Data Item 9 UDINT 4バイ ト 発信元→対象承認パケ ッ ト 間隔 （API）

Data Item 10 UDINT 4バイ ト 対象→発信元承認パケ ッ ト 間隔 （API）

Data Item 11 データサイズ UINT8 1バイ ト アプ リ ケーシ ョ ンデータサイズ

Data Array ARRAY[] データサイズ

の長さ

データがある場合

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考
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UDP I/O接続が確立される と、 対象デバイスは、 承認されたパケ ッ ト 間隔でアセンブ リ デー タ を発信

元デバイ スにス ト リ ー ミ ング し ます。 セ ク シ ョ ン 9.4.18 表27 ： UDP I/O接続パケ ッ ト （下記） では、

OS32C （対象デバイス） によ って送られたデータ ス ト リームのフ ォーマ ッ ト を記載し ています。

9.4.18 表27 ： UDP I/O接続パケ ッ ト

フ ィ ールド名 サブ フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

Encapsulation 

packet

Item count UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #1 / Connection ID UDINT 4バイ ト 接続ID番号

Item #1 / Sequence  ID UDINT 4バイ ト 連続ID番号

Item #2 / Type ID UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length UINT 2バイ ト データ項目の長さ、 下記に続 く データの長さ

Sequence Number UINT 2バイ ト パケ ッ ト 連続番号

Data Array ARRAY[] データの長

さ、 長さ ： 2

バイ ト

アセンブ リ オブジ ェ ク ト データ
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UDP I/O接続を終了するには、 発信元デバイスがForward Close要求と と もにSendRRDataコ マン ド を発

信する必要があ り ます。 セク シ ョ ン 9.4.19 表28 ： Forward Close要求のカプセル化パケ ッ ト （下記） で

は、 OS32C （対象デバイス） に発信する カプセル化メ ッ セージのフ ォーマ ッ ト を記載し ています。

9.4.19 表28 ： Forward Close要求のカプセル化パケ ッ ト

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコ マン ド

Length UINT 2バイ ト コマン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取ったセ ッ

シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ ト

配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Connection 

Interface Handle

UDINT 4バイ ト データ ス ト リームで使用する接続イ ン タ フ ェースハ

ン ドル

Timeout Period UINT 2バイ ト タ イマで使用する接続タ イムアウ ト 期間

カ プセル化

パケ ッ ト

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length (例:0x16) UINT 2バイ ト データ項目の長さ、 下記に続 く データの長さ

Data Item 1 0x4E UINT8 1バイ ト Forward Close要求

Data Item 2 0x02 UINT8 1バイ ト パスにおける16ビ ッ ト ワー ドの数

Data Item 3 0x20 UINT8 1バイ ト 論理ク ラスセグ メ ン ト

Data Item 4 0x06 UINT8 1バイ ト 論理ク ラス要求 メ ッ セージルーター 

Data Item 5 0x24 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンスセグ メ ン ト

Data Item 6 0x01 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンス要求

Data Item 7 0x06 UINT8 1バイ ト 優先タ イムテ ィ ッ ク

Data Item 8 (例:880) UINT8 1バイ ト タ イムアウ ト テ ィ ッ ク （ms）

Data Item 9 UDINT 4バイ ト 発信元シ リ アルナンバー

Data Item 10 2 UINT8 1バイ ト パスにおける16ビ ッ ト ワー ドの数

Data Item 11 0 UINT8 1バイ ト 保留

Data Item 12 0x20 UINT8 1バイ ト 論理ク ラスセグ メ ン ト

Data Item 13 0x02 UINT8 1バイ ト 論理ク ラス要求 接続マネージャ 

Data Item 14 0x24 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンスセグ メ ン ト

Data Item 15 0x01 UINT8 1バイ ト 論理イ ンス タ ンス要求
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9.4.20 表29 ： Forward Close要求に対するSendRRDataコ マン ド応答

データグラム フ ィ ールド名 フ ィ ールド値 データ型 データサイズ 備考

EtherNet/IP

ヘ ッ ダ

Command 0x006F UINT 2バイ ト SendRRDataコマン ド

Length UINT 2バイ ト コ マン ド固有データの長さ

Session Handle ID UDINT 4バイ ト Register Session応答メ ッ セージにて受け取ったセ ッ

シ ョ ンハン ドルのID

Status 0 UDINT 4バイ ト 正常の場合 「0」

Sender Context 

Data

Array[8] オク テ ッ ト

配列

8バイ ト 要求の値、 長さ8

Command options 0 UDINT 4バイ ト

コ マン ド固有

データ

Connection 

Interface Handle

UDINT 4バイ ト データ ス ト リームで使用する接続イ ン タ フ ェースハ

ン ドル

Timeout Period UINT 2バイ ト タ イマで使用する接続タ イムアウ ト 期間

カ プセル化

データ

Item count 2 UINT 2バイ ト 準拠項目数

Item #1 / Type ID 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の種類ID

Item #1 / Length 0 UINT 2バイ ト ア ド レス項目の長さ

Item #2 / Type ID 0xB2 UINT 2バイ ト データ項目の種類ID

Item #2 / Length データ長 UINT 2バイ ト データ項目の長さ、 下記に続 く データの長さ

Data Item 1 応答

(例:0xCE)

UINT8 1バイ ト 応答コー ド

Reserved field 0 UINT8 1バイ ト Reserved(保留)フ ィ ールドは使用し ない

Data Item 2 Status UINT8 1バイ ト 状態コー ド

Data Item 4 UINT 2バイ ト 接続シ リ アルナンバー

Data Item 5 UINT 2バイ ト 発信元デバイスベンダー ID番号

Data Item 6 UDINT 4バイ ト 発信元デバイスシ リ アルナンバー

Data Item 7 データサイズ UINT8 1バイ ト アプ リ ケーシ ョ ンデータサイズ

アプ リ ケーシ ョ ンデータ配列における16ビ ッ ト ワー

ドの数

Reserved field 0 UINT8 1バイ ト Reserved(保留)フ ィ ールドは使用し ない

Data Array ARRAY[] データサイズ

の長さ

アプ リ ケーシ ョ ンデータがある場合
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10. アプ リ ケーシ ョ ン例

10.1 Explicit TCP/IP要求 ・ 返信メ ッセージを使ったラン タ イムモニタ

リ ング

10.1.1 ネ ッ ト ワーク設定

OS32C設定ツールを使用し て、 OS32CのIPア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ を

設定し ます （OS32Cユーザーズマニュアルを参照し て く だ さい）。

10.1.2 パソ コ ン ・ PLCの設定と プロセス制御の例

OS32CのEDS フ ァ イルに記載されている explicit メ ッ セージ コ マン ド情報を使っ てパソ コ ンまたはPLC

を設定し、 OS32CのEtherNet/IP Explicit メ ッ セージ機能にア クセス し、 計測レポー ト データ をモニ タ

リ ングできるよ う にし ます。 こ こ では、 OS32Cのラ ン タ イムモニ タ リ ング属性を-0.4°から270.4°の

範囲内で2か所のセク ターをモニ タ リ ングし ます。 それに必要な設定とTCP/IP要求 ・ 応答コ マン ド は、

下記のよ う にな り ます。

10.1.2.1 OS32Cの防護エ リ ア、 警告エ リ アを設定する

1. OS32C設定ツールを使って、 OS32Cの防護エ リ アの範囲が500 mm以内になるよ う に設定し ます。 

2. 上記ツールを使用し て、 警告エ リ ア1をセク ター 1 （0～45°） における1000 mmの検知エ リ ア範囲

に設定し ます。

3. 上記ツールを使用し て、 警告エ リ ア2をセク ター 2 （225～270°） における1500 mmの検知エ リ ア範

囲に設定し ます。

10.1.2.2 ソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イバの通信ポー ト を設定する

･UDP/IPポー ト 44818を初期化し て、 接続されているすべてのOS32Cに対し て認識が行える状態に し ま

す。 List identityコ マン ド を使う と、 どのデバイスがOS32Cであるかを特定する こ とができます。

･TCP/IPポー ト 44818を初期化し て、 explicitメ ッ セージをすべて受信 ・ 送信できるよ う にし、 OS32Cと

の接続を確立し ます。

･UDP I/Oが必要な場合は、 UDP/IPポー ト 2222を初期化し て、 I/O接続による メ ッ セージをすべて送受

信できるよ う に し ます。 

10.1.2.3 既知のIPア ド レスを使っ てOS32CとのTCP接続を確立する

適切なソケ ッ ト プログラム言語を使用し て、 パソ コ ンのローカルIPア ド レス と OS32CのIPア ド レスに

よるTCP/IP接続を確立し ます。
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10.1.2.4 OS32Cを識別する

セク シ ョ ン9.4.1のList Identityコ マン ド を使っ て、 OS32Cのシ リ アルナンバーと製品名を特定し ます。

パソ コ ン →OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.2 表14 ： List Identityコ マン ド要求を参照

サイズ 24バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16 Timeout:0x01F4 = 500 ミ リ秒

16進法 63  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  F4  01  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

OS32C→パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.3 表15 ： List Identityコ マン ド応答を参照

サイズ 90バイ ト

List Identityコマン ド応答例

返される

追加パラ メ ータ

EIP_UINT16  item_count = 0x0001

EIP_UINT16  item_id = 0x000C

EIP_UINT16  item_length = 0x003C

EIP_UINT16  encap_version = 0x0001

EIP_UINT8   sock_family[2] = 0x0002 (ビ ッ グエンデ ィ アン)

EIP_UINT8   sock_port[2] = 0x12AF (ビ ッ グエンデ ィ アン)

EIP_UINT8   sock_addr[4] = 0x0101A8C0 (ビ ッ グエンデ ィ アン)

EIP_UINT8   sock_zero[8] = 00 00 00 00 00 00 00 00 (ビ ッ グエンデ ィ アン)

EIP_UINT16  vendor_id = 0x0195 (405)

EIP_UINT16  device_type = 0x002B (ジ ェ ネ リ ッ ク)

EIP_UINT16  product_code = 0x000C (12, OS32C)

EIP_UINT8   revision[2] = 0x030B (v3.11)

EIP_UINT16  current_status = 0x0000

EIP_UINT16  serial_number_low = 0x0649 (AS01609)

EIP_UINT16  serial_number_high =  0x0000

EIP_UINT8   name_length = 0x1A (26)

EIP_UINT8   product_name[name_length] = 4F  53  33  32  43  20  53  61  66  65  74  79  20  4C  61  73  65  72  

20  53  63  61  6E  6E  65  72 (OS32Cセーフ テ ィ レーザスキャナ)

EIP_UINT8   product_state = 0x03 (操作可能)

16進法 63  00  42  00  00  00  00  00  00  00  00  00  F4  01  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

01  00  0C  00  3C  00  01  00  00  02  AF  12  C0  A8  01  01  00  00  00  00  00  00  00

00  95  01  2B  00  0C  00  03  0B  00  00  49  06  00  00  1A  4F  53  33  32  43  20  53

61  66  65  74  79  20  4C  61  73  65  72  20  53  63  61  6E  6E  65  72  03 
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10.1.2.5 OS32Cとの通信セ ッ シ ョ ンを登録する

セク シ ョ ン9.4.5で記載し たRegister Sessionコ マン ド を使って、 OS32C とのセ ッ シ ョ ンハン ドルを獲得

するために、 対象デバイス とのセ ッ シ ョ ンを登録し ます。 登録後、 このセ ッ シ ョ ンハン ド ルは、 通信

セ ッ シ ョ ンの終了を含むOS32Cとの通信すべてにおいて使われます。

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セク シ ョ ン9.4.6 表17 ： Register Sessionコマン ド要求を参照

サイズ 28バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x0004 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT16  protocol_version = 0x0001

EIP_UINT16  option_flags = 0x0000

16進法 65  00  04  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

00  01  00  00  00

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.7 表18 ： Register Sessionコマン ド応答 （正常） を参照

サイズ 28バイ ト

Register Sessionコマン ド応答例

返される

更新パラ メ ータ

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

16進法 65  00  04  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

00  01  00  00  00
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10.1.2.6 OS32Cの計測距離フ ォーマ ッ ト を設定する

EtherNet/IP SendRRData コ マ ン ド を使っ て、 OS32Cの検出距離計測フ ォ ーマ ッ ト を設定する ための

explicit TCP/IPメ ッ セージを送信し ます。 パラ メ ータは下記のとお り です。

o Service code 16 (0x10)  // 単一属性設定

o Object class 115 (0x73) // ベンダー固有オブジ ェ ク ト のク ラス

o Instance 1 (0x01)            // ベンダー固有イ ンス タ ンス

o Attribute 4 (0x04) //  検出距離計測レポー ト フ ォーマ ッ ト

o UINT16 Data //  Data  = 1 , RANGE_MEASURE_50M (デフ ォル ト 値)

パソ コ ン →OS32C

データグラム構造 セク シ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコマン ド要求を参照

セク シ ョ ン9.4.14 表23 ： Set Single Attributeサービスコー ド要求CPFデータ を参照

サイズ 50バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x001A (コ マン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT8   service_code = 0x10 (Set_Single_Attribute)

EIP_UINT8   class_code = 0x73 (ベンダーオブジ ェ ク ト 、 計測設定)

EIP_UINT8   instance_id = 0x01 (ベンダーオブジ ェ ク ト イ ンス タ ンス)

EIP_UINT8   attribute_id = 0x04 (検出距離フ ォーマ ッ ト 属性番号)

EIP_UINT16 attribute data = 0x0001 (検出距離フ ォーマ ッ ト 設定)

16進法 6F  00  1A  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  0A  00  10  03  20  73  24  01

30  04  01  00  

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.15 表24 ： Set Single Attribute要求に対するSendRRDataコマン ド応答を参照

サイズ 44バイ ト

SendRRDataコマン ド応答例

返される

更新

パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x0014 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT16  data_length = 0x0004 (サービス応答データの4バイ ト )

EIP_UINT8   service_response = 0x90 (Set_Single_Attribute | 0x80)

EIP_UINT8   service_status = 0x00 (正常)

16進法 6F  00  14  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  04  00  90  00 00 00
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10.1.2.7 OS32Cの計測反射率フ ォーマ ッ ト を設定する

EtherNet/IP SendRRData コ マ ン ド を使 っ て、 OS32C の反射率計測 フ ォ ー マ ッ ト を設定す る ための

explicit TCP/IPメ ッ セージを送信し ます。 パラ メ ータは下記のとお り です。

o Service code 16 (0x10)  // 単一属性設定

o Object class 115 (0x73) // ベンダー固有オブジ ェ ク ト のク ラス

o Instance 1 (0x01)            // ベンダー固有イ ンス タ ンス

o Attribute 5 (0x05) //  反射率計測出力フ ォーマ ッ ト

o UINT16 Data //  Data  = 1 , REFLECTIVITY_MEASURE_TOT_ENCODED (デフ ォル ト 値)

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコマン ド要求を参照

セクシ ョ ン9.4.14 表23 ： Set Single Attributeサービスコー ド要求CPFデータ を参照

サイズ 50バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x001A (コ マン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT8   service_code = 0x10 (Set_Single_Attribute)

EIP_UINT8   class_code = 0x73 (ベンダーオブジ ェ ク ト 、 計測設定)

EIP_UINT8   instance_id = 0x01 (ベンダーオブジ ェ ク ト イ ンス タ ンス)

EIP_UINT8   attribute_id = 0x05 (反射率フ ォーマ ッ ト 属性番号)

EIP_UINT16 attribute data = 0x0001 (反射率フ ォーマ ッ ト 設定)

16進法 6F  00  1A  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  0A  00  10  03  20  73  24  01

30  05  01  00  

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.15 表24 ： Set Single Attribute要求に対するSendRRDataコマン ド応答を参照

サイズ 44バイ ト

SendRRDataコマン ド応答例

返される

更新

パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x0014 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT16  data_length = 0x0004 (サービス応答データの4バイ ト )

EIP_UINT8   service_response = 0x90 (Set_Single_Attribute | 0x80)

EIP_UINT8   service_status = 0x00 (正常)

16進法 6F  00  14  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  04  00  90  00 00 00
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10.1.2.8 OS32Cの計測ビーム選択マスク を設定する

EtherNet/IP SendRRDataコ マン ド を使っ て、OS32Cのビーム選択マスク を設定するためのexplicit TCP/

IPメ ッ セージを送信し ます。 パラ メ ータは下記のとお り です。

o Service code 16 (0x10)  // 単一属性設定

o Object class 115 (0x73) // ベンダー固有オブジ ェ ク ト のク ラス

o Instance 1 (0x01)            // ベンダー固有イ ンス タ ンス

o Attribute 12 (0x0C) //  ビーム選択マスク

o UINT16 Data [44]                 // 必要なデータは、 下記のアルゴ リズムを使っ て選択可能

 

// ビーム選択マスク を定義
 memset((uint8 *)&BeamReportMask, ZERO, sizeof(BeamReportMask));
 SetupBeamSelectionMask(0, 45, BeamReportMask);
 SetupBeamSelectionMask(225, 270, BeamReportMask);
/******************************************************************************
** 関数 ・ タ スク :SetupBeamSelectionMask
**  目的 : 計測データ レポー ト 中で使う ビームを選択

**  引数 :float  startAngle (-0.4 to 270.4 degrees)
**           float  endAngle  (-0.4 to 270.4 degrees)
**                        uint16 *BeamSelectionData (Beam Selection Array へのポイ ン タ )
**  戻り値 :bool TRUE/FALSE  (PASS/FAIL )
******************************************************************************/
bool SetupBeamSelectionMask(float startAngle, float endAngle, uint16 *BeamSelectionData)
{
      int16 i;
      int16 startBeam = ((startAngle * 10) / 4);   // startAngle/ 各ビーム 0.4°
      int16 endBeam   = (((endAngle * 10) + 2) / 4);   // endAngle/ 各ビーム 0.4°

      uint32 beamSelectionMask = 0x0001;
      uint32 beamSelctionCtr   = 0;

      if ((startBeam < -1) || (startBeam > 677) || (  endBeam < -1) || (endBeam   > 677) || (startBeam > endBeam)) {
            return(FALSE);
      } 
     // setup initial mask variables.
     for (i = -1; i < startBeam; i++){  
            if (beamSelectionMask == 0x8000) {
                beamSelctionCtr++;
                beamSelectionMask = 0x0001;
              } else {
 beamSelectionMask = beamSelectionMask << 1;
              } //  if else の終了

       } // for の終了

       // 必要な計測ビームのセ ッ ト ア ッ プ
       for (i = startBeam; i < endBeam; i++) {  
             BeamSelectionData[beamSelctionCtr] |= beamSelectionMask;
             if (beamSelectionMask == 0x8000) {
 beamSelctionCtr++;
 beamSelectionMask = 0x0001;
              } else {
 beamSelectionMask = beamSelectionMask << 1;
              } // if else の終了

         } // for の終了
         return (TRUE);
} // SetupBeamSelectionMask() の終了
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10.1.2.9 explicit TCP/IPメ ッ セージを用いてOS32Cの計測データ を読み込む

1. OS32Cの計測データ を読み込むには、 SendRRData コ マン ド を用いてexplicit TCP/IP メ ッ セージを送

信し、 対象と なるアセンブ リ オブジ ェ ク ト 全体のデータ を読み込みます。 入力アセンブ リ102および

103からのデータ を要求し た場合、 OS32Cから返されるデータはスキャ ン周期と同期し ていません。

スキャ ン周期と同期し たスキャ ンデータ を読み込むには、 ベンダー固有アセンブ リ 114、 116、 およ

び117を使用する必要があ り ます。 ベンダー固有オブジ ェ ク ト のデータ要求に対し て、 OS32Cは、 現

在のスキャ ンが終了し、 次のスキャ ンが始まる前のデータ を返し ます。 TCP要求 ・ 応答explicit メ ッ

セージでは、 サービスコー ド 14 (0x0E、 Get_Single_Attribute） を使用し、 以下のパラ メ ータ を設定し

ます。

標準入力アセンブ リ102および103の場合

サービスコー ド14 (0x0E) // 単一属性取得

Object class 0x04 (0x04) // アセンブ リ オブジ ェ ク ト ク ラス

Instance number              // アセンブ リ番号、 例 ： 102 (0x66) 

Attribute 03 (0x03)          // アセンブ リデータ

ベンダー固有オブジ ェ ク ト 114、 116および117の場合

サービスコー ド14 (0x0E) // 単一属性取得

Object class number        // ベンダー固有オブジ ェ ク ト 、 例 ： 114 (0x72)

Instance 1 (0x01)              // イ ンス タ ンス番号

Attribute 03 (0x03)          // アセンブ リデータ

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコマン ド要求を参照

セクシ ョ ン9.4.14 表23 ： Set Single Attributeサービス コー ド要求CPFデータ を参照

サイズ 136バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x0070 (コ マン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT8   service_code = 0x10 (Set_Single_Attribute)

EIP_UINT8   class_code = 0x73 (ベンダーオブジ ェ ク ト 、 計測設定)

EIP_UINT8   instance_id = 0x01 (ベンダーオブジ ェ ク ト イ ンス タ ンス)

EIP_UINT8   attribute_id = 0x0C (ビーム選択マスク属性番号)

EIP_UINT16 attribute data[44] = 88 bytes (ビーム選択マスク設定)

16進法 6F  00  70  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  60  00  10  03  20  73  24  01  30  0C

FE  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  03  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  F8  FF

FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  FF  0F 00 00 00

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.15 表24 ： Set Single Attribute要求に対するSendRRDataコ マン ド応答を参照

サイズ 44バイ ト

SendRRDataコマン ド応答例

返される

更新パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x0014 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT16  data_length = 0x0004 (サービス応答データの4バイ ト )

EIP_UINT8   service_response = 0x90 (Set_Single_Attribute | 0x80)

EIP_UINT8   service_status = 0x00 (正常)

16進法 6F  00  14  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  04  00  90  00 00 00
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2. OS32Cとの常時接続を維持するには、 OS32Cからのデータ を受信し てから2 ミ リ秒の遅延後、 アプ リ

ケーシ ョ ン コー ド によ っ てTCP/IP要求を再送信する必要があ り ます。 OS32Cは次のスキャ ンが終了

し た時点で新しいデータ を返し ます。

3. 接続を終了するには、 アプ リケーシ ョ ンコード によって、 まずセクシ ョ ン 9.4.8 に記載されている

UnRegister Sessionコマン ド を送信し、 次に該当するTCP/IPソケッ ト を閉じます。

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコマン ド要求を参照

セクシ ョ ン9.4.12 表21 ： Get Single Attributeサービスコー ド要求CPFデータ を参照

サイズ 48バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x0018 (コ マン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT8   service_code = 0x0E (Get_Single_Attribute)

EIP_UINT8   class_code = 0x72 (ベンダーオブジ ェ ク ト 114、 検出距離計測データ)

EIP_UINT8   instance_id = 0x01 (ベンダーオブジ ェ ク ト イ ンス タ ンス)

EIP_UINT8   attribute_id = 0x03 (アセンブ リ オブジ ェ ク ト データ)

16進法 6F  00  18  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  08  00  0E  03  20  72  24  01  30

03    

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.13 表22 ： Get Single Attribute要求に対するSendRRDataコマン ド応答を参照

サイズ 140バイ ト （例 ： 計測レポー ト のビーム数が20）

SendRRDataコマン ド応答例

返される

更新パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x0074 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT16  data_length = 0x0064 (100バイ ト  = サービス応答4バイ ト  + 計測レポー ト ヘ ッ ダ56バイ ト  + 

ビームデータ40バイ ト )

EIP_UINT8   service_response = 0x8E (Get_Single_Attribute| 0x80)

EIP_UINT8   service_status = 0x00 (正常)

EIP_UINT8   Data_Array[data_length - 4];

セクシ ョ ン4.8 表8 ： 共通計測レポー ト ヘ ッ ダフ ォーマ ッ ト （56バイ ト ） を参照

注意 ： ビーム数 = 0x0014 (20)  

セクシ ョ ン4.9 表9 ： 入力アセンブ リ102およびベンダー固有オブジ ェ ク ト 114 （最大1410バイ ト ） を参

照

16進法 6F  00  74  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  64  00  8E  00  00  00 D3  D7  02  

00  38  98  00  00  28  7E  C4  B0  21  A9  00  00  03  00  07  00  00  00  00  00  00  00

01  00  00  00  02  01  88  33  AE  31  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  01

00  01  00  00  00  14  00 4D  08  3E  08  4E  08  3D  08  4E  08  53  08  4E  08  3D  08

5B  08  53  08  5B  08  53  08  5B  08  61  08  65  08  61  08  65  08  63  08  65  08  6D

08  

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.9 表19 ： Un-Register Sessionコマン ド要求を参照

サイズ 24バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

16進法 66  00  00  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00 

OS32C →パソ コ ン

注意 このコマン ド に対する応答はあ り ません。

このコマン ド を受け取った時点で、 OS32CはTCP/IPソケ ッ ト 接続を閉じ ます。

サイズ 0バイ ト

Un-Register Session応答例

16進法 な し
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10.2 Implicit UDP I/O接続を使ったラ ン タ イムモニ タ リ ング

10.2.1 ネ ッ ト ワーク設定

OS32C設定ツールを使用し て、 OS32CのIPア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ を

設定し ます （OS32Cユーザーズマニュアルを参照し て く だ さい）。

10.2.2 パソ コ ン ・ PLCの設定と プロセス制御の例

本書に掲載されているI/O メ ッ セージ コ マン ド情報を使ってパソ コ ンまたはPLCを設定し、 OS32CのI/

Oメ ッ セージ機能にアクセス し、 計測レポー ト データ をモニ タ リ ングできるよ う に し ます。 こ こ では、

OS32Cのラ ン タ イムモニ タ リ ング属性を 0から 270°の範囲内で2か所のセク ターをモニ タ リ ング し ま

す。 それに必要な設定とTCP/IP要求 ・ 応答コ マン ド は、 下記のよ う にな り ます。

10.2.2.1 OS32Cの防護エ リ ア、 警告エ リ アを設定する

1. OS32C設定ツールを使って、 OS32Cの防護エ リ アの範囲が500 mm以内になるよ う に設定し ます。 

2. 上記ツールを使用し て、 警告エ リ ア1をセク ター 1 （0～45°） における1000 mmの検知エ リ ア範囲

に設定し ます。

3. 上記ツールを使用し て、 警告エ リ ア2をセク ター 2 （225～270°） における1500 mmの検知エ リ ア

範囲に設定し ます。

10.2.2.2 ソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イバの通信ポー ト を設定する

･UDP/IPポー ト 44818を初期化し て、 接続されているすべてのOS32Cに対し て認識が行える状態に し ま

す。 List identityコ マン ド を使う と、 どのデバイスがOS32Cであるかを特定する こ とができます。

･TCP/IPポー ト 44818を初期化し て、 explicitメ ッ セージをすべて受信 ・ 送信できるよ う にし、 OS32Cの

接続を確立し ます。

･アプ リ ケーシ ョ ンにUDP I/Oが必要な場合は、 UDP/IPポー ト 2222を初期化し て、 I/O接続による メ ッ

セージをすべて送受信できるよ う にし ます。

10.2.2.3 既知のIPア ド レスを使っ てOS32CとのTCP接続を確立する

適切なソケ ッ ト プログラム言語を使用し て、 パソ コ ンのローカルIPア ド レス と OS32CのIPア ド レスに

よるTCP/IP接続を確立し ます。

10.2.2.4 OS32Cとの通信セ ッ シ ョ ンを登録する

TCP/IP例で記述し たセク シ ョ ン10.1.2.5 OS32Cとの通信セ ッ シ ョ ンを登録するを参照。

10.2.2.5 OS32Cの計測距離フ ォーマ ッ ト を設定する

TCP/IP例で記述し たセク シ ョ ン10.1.2.6 OS32Cの計測距離フ ォーマ ッ ト を設定するを参照。

10.2.2.6 OS32Cの計測反射率フ ォーマ ッ ト を設定する

TCP/IP例で記述し たセク シ ョ ン10.1.2.7 OS32Cの計測反射率フ ォーマ ッ ト を設定するを参照。

10.2.2.7 OS32Cの計測ビーム選択マスク を設定する

TCP/IP例で記述し たセク シ ョ ン10.1.2.8 OS32Cの計測ビーム選択マスク を設定するを参照。
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10.2.2.8 発信元 （パソ コ ン） とOS32C間にLarge Forward Open I/O接続を作成する

セク シ ョ ン9.4.10に記載のSendRRDataコ マン ド と セク シ ョ ン9.4.16のLarge Forward Open要求を用いて、

OS32CとのI/O接続を作成し、 タ イムアウ ト 期間800 ミ リ秒、 80 ミ リ秒間隔でアセンブ リ オブジ ェ ク ト

102をス ト リー ミ ングし ます。

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコ マン ド要求を参照

セクシ ョ ン9.4.16 表25 ： Large Forward Open要求のカプセル化パケ ッ ト を参照

サイズ 94バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x0046 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT32  interface_handle_id = 0x00000000

EIP_UINT16  timeout = 0x0050 (80 ミ リ秒)

EIP_UINT16  data_item_length = 0x0036 (54バイ ト )

EIP_UINT8    service request = 0x5B (Large Forward Open)

EIP_UINT16  timeout_ticks = 0x0050 (80 ミ リ秒)

EIP_UINT32  o_to_t_connection_id = 0x00020003 (ユーザー選択可)

EIP_UINT32  t_to_o_connection_id = 0x00020004 (ユーザー選択可)

EIP_UINT16  connection_serial_number = 0x6789 (ユーザー選択可)

EIP_UINT16  originator_vendor_id = 0x0195 (405, ORT)

EIP_UINT32  originator_serial_number = 0x00004321 (ユーザー選択可)

EIP_UINT32  o_to_t_rpi = 0x00177FA0 (発信元から対象への繰り返しパケ ッ ト 間隔)

EIP_UINT32  o_to_t_connection_parameters = 0x48000000 + 6E (出力アセンブ リサイズ + 6)

EIP_UINT32  t_to_o_rpi = 0x00013070 (対象から発信元への繰り返しパケ ッ ト 間隔)

EIP_UINT32  t_to_o_connection_parameters = 0x4A000000 + 0x0584 (入力アセンブ リサイズ + 2)

EIP_UINT8    output_assembly_number = 0x71 (出力アセンブ リ113を ト リ ガ と し て使用)

EIP_UINT8    input_assembly_number = 0x66 (入力アセンブ リ102)

16進法 6F  00  46  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  50  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  36  00  5B  02  20  06  24  01  06

50  03  00  02  00  04  00  02  00  89  67  95  01  21  43  00  00  00  00  00  00 A0 7F

17  00  6E  00  00  48  70  30  01  00  84  05  00  4A  01  04  20  04  24  01  2C  71  2C

66 

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セク シ ョ ン9.4.17 表26 ： Large Forward Open要求に対するSendRRDataコマン ド応答を参照

サイズ 110バイ ト

Large Forward Openに対するSendRRData応答例

返される

更新パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x0056 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT16  data_item_length = 0x001E (30バイ ト )

EIP_UINT8    service_response = 0xDB (Large Forward Open | 0x80)

EIP_UINT32  o_to_t_connection_id = 0x780C0002 (OS32Cが選択し たid)

EIP_UINT32  t_to_o_connection_id = 0x00020004 (OS32Cが承認し たid)

EIP_UINT16  connection_serial_number = 0x6789

EIP_UINT16  originator_vendor_id = 0x0195 (405, ORT)

EIP_UINT32  originator_serial_number = 0x00004321

EIP_UINT32  o_to_t_rpi = 0x001781D0 (発信元から対象への実際のパケ ッ ト 間隔)

EIP_UINT32  t_to_o_rpi = 0x00013070 (対象から発信元への実際のパケ ッ ト 間隔)

EIP_UINT8    application_reply_size = 0x00 (16ビ ッ ト ワー ドの数)

EIP_UINT8    reserved = 0x00

注 ： 残りのデータは使用されません。

16進法 6F  00  56  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  04  00  00  00  00  00  B2  00  1E  00  DB  00  00  00  02  00  0C

78  04  00  02  00  89  67  95  01  21  43  00  00  D0  81  17  00  D8  5C  02  00  00  00

00  80  10  00  00  02  08  AE  C0  A8  01  01  00  00  00  00  00  00  00  00  01  80  10

00  00  02  08  AE  C0  A8  01  07  00  00  00  00  00  00  00  00
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10.2.2.9 発信元 （パソ コ ン） とOS32C間のI/O接続をキープアラ イブする

UDP I/O出力アセンブ リ による ト リ ガを送り、 I/O接続をキープアラ イブ し、 新しいデータがあれば更

新するよ う に し ます。 キープア ラ イ ブ コ マン ド は、 UDP I/Oポー ト に対し て送信し、 こ こ では、 前回

設定し た タ イムアウ ト 期間800 ミ リ秒よ り短い間隔で送信し ます。

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 UDP I/Oキープアラ イ ブ接続

サイズ 128バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16 item_count = 0x0002

EIP_UINT16 address_item_type = 0x8002

EIP_UINT16 address_item_length = 0x0008

EIP_UINT32  o_to_t_connection_id = 0x780C0002 (OS32Cによ り選択)

EIP_UINT32  o_to_t_sequence_id = 0x00000001 (発信元デバイスによ り選択)

EIP_UINT16  data_item_type = 0x00B1

EIP_UINT16  data_item_length = 0x006E (出力アセンブ リサイズ + 6)

EIP_UINT16  o_to_t_16bit_sequence_# = 0x0001 (発信元デバイスによ り選択)

EIP_UINT32  header_trigger = 0x00000003

EIP_UINT8    DataArray [104] = 出力アセンブ リ113データ

注意 ：

1) 発信元アプ リ ケーシ ョ ンによるo_to_t_sequence_#のイ ン ク リ メ ン ト が必要。

2) この例では、 選択し た計測ビーム数は20のみ。

16進法 02  00  02  80  08  00  02  00  0C  78  01  00  00  00  B1  00  6E  00  01  00  03  00  00

00  01  00  02  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  FF  FF  0F  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 UDP I/Oキープアラ イブ接続

サイズ 0バイ ト

UDP I/Oキープアラ イ ブ接続応答例

16進法 な し。 このコ マン ド に対する応答はあ り ません。 この接続のままI/Oデータのス ト リー ミ ングが継続さ

れます。
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10.2.2.10  対象 （OS32C） および発信元 （パソ コ ン） から送信されるI/O接続アセンブ リデータ

UDP I/O出力アセンブ リ による ト リ ガを送り、 I/O接続をキープアラ イブ し、 新しいデータがあれば更

新するよ う に し ます。 キープア ラ イ ブ コ マン ド は、 UDP I/Oポー ト に対し て送信し、 こ こ では、 前回

設定し た タ イムアウ ト 期間800 ミ リ秒よ り短い間隔で送信し ます。

OS32C→パソ コ ン

データグラム構造 UDP I/O接続ス ト リー ミ ング

サイズ 116バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16 item_count = 0x0002

EIP_UINT16 address_item_type = 0x8002

EIP_UINT16 address_item_length = 0x0008

EIP_UINT32  t_to_o_connection_id = 0x00020004 (OS32Cによ り選択)

EIP_UINT32  t_to_o_sequence_id = 0x00000015 (OS32Cによ り選択)

EIP_UINT16  data_item_type = 0x00B1

EIP_UINT16  data_item_length = 0x0062 (入力アセンブ リサイズ  + 2)

EIP_UINT16  t_to_o_16bit_sequence_# = 0x00A1 (OS32Cによ り選択)

EIP_UINT8    DataArray [data_item_length - 2] = 入力アセンブ リデータ （計測レポー ト ヘ ッ ダ56バイ ト  + 

ビームデータ40バイ ト ）

注意 ：

1) OS32Cによ ってt_to_o_sequence_idのイ ン ク リ メ ン ト 。

2) この例では、 20 （0x0014） 計測ビームのみ選択。

16進法 02  00  02  80  08  00  04  00  02  00  15  00  00  00  B1  00  62  00  A1  00  76  53  04

00  64  96  00  00  18  BE  97  8A  19  A7  00  00  03  00  07  00  00  00  00  00  00  00

01  00  00  00  08  07  88  33  AE  31  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  01

00  02  00  00  00  14  00  52  08  42  08  52  08  40  08  52  08  40  08  53  08  58  08  

52  08  40  08  58  08  58  08  58  08  5E  08  67  08  5D  08  67  08  5E  08  5E  08  6F

08  
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10.2.2.11 発信元 （パソ コ ン） とOS32C間のForward Open I/O接続を終了する

セ ク シ ョ ン 9.4.10 に記載のSendRRData コ マ ン ド と セ ク シ ョ ン 9.4.19 のForward Close 要求を用いて、

OS32CとのI/O接続を終了し ます。 このコ マン ドは、 スキャナセ ッ シ ョ ンの登録を解除し、 TCPソケ ッ

ト 接続を閉じ る前に送信し ます。

パソ コ ン→OS32C

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.11 表20 ： SendRRDataコ マン ド要求を参照

セクシ ョ ン9.4.19 表28 ： Forward Close要求のカプセル化パケ ッ ト を参照

サイズ 62バイ ト

更新パラ メ ータ EIP_UINT16  length = 0x0026 (コマン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT32  interface_handle_id = 0x00000000

EIP_UINT16  timeout = 0x0028 (40 ミ リ秒)

EIP_UINT16  data_item_length = 0x0016 (22バイ ト )

EIP_UINT8    service request = 0x4E ( Forward Close)

EIP_UINT8    timeout_ticks = 0x28 ( 40 ミ リ秒)

EIP_UINT16  connection_serial_number = 0x6789 (ユーザー選択可)

EIP_UINT16  originator_vendor_id = 0x0195 (405, ORT)

EIP_UINT32  originator_serial_number = 0x00004321 (ユーザー選択可)

16進法 6F  00  26  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  28  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  16  00  4E  02  20  06  24  01  06

28  65  87  95  01  21  43  00  00  02  00  20  02  24  01 

OS32C →パソ コ ン

データグラム構造 セクシ ョ ン9.4.20 表29 ： Forward Close要求に対するSendRRDataコマン ド応答を参照

サイズ 54バイ ト

Forward Closeに対するSendRRData応答例

返される

更新パラ メ ータ

EIP_UINT16  length = 0x001E (コ マン ド固有データの長さ)

EIP_UINT32  session_handle_id = 0x00000005

EIP_UINT16  data_item_length = 0x000E (14バイ ト )

EIP_UINT8    service_response = 0xCE (Forward Close | 0x80)

EIP_UINT16  connection_serial_number = 0x6789

EIP_UINT16  originator_vendor_id = 0x0195 (405, ORT)

EIP_UINT32  originator_serial_number = 0x00004321

EIP_UINT8    application_reply_size = 0x00 (16ビ ッ ト ワー ドの数)

EIP_UINT8    reserved = 0x00

16進法 6F  00  1E  00  05  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00

00  00  00  00  00  00  02  00  00  00  00  00  B2  00  0E  00  CE  00  00  00  65  87  95

01  21  43  00  00  00  00 
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11. マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されている カ タ ログ番号の末尾に付記されます。

改訂記号 改訂年月 改訂内容

A 2013年8月 初版

B

2013年11月 - CJ2、 NJ、 およびその他のPLCとのイ ン ターフ ェースをサポー ト するために、 アセンブ

リデータサイズを縮小し た入力アセンブ リ104～111と出力アセンブ リ114～120 を追

加。

-  圧縮された検出距離データおよび反射率データ と別の形式にコー ド化された防護エ リ

アビ ッ ト と警告エ リ アビ ッ ト に対応するために、 検出距離レポー ト フ ォーマ ッ ト を追

加。

- ユーザーがアセンブ リデータの最初と最後に事前定義データ を挿入できるよ う に、 入

力アセンブ リ104～111用のユーザータグオプシ ョ ンを追加。

- 軽微の修正と更新

C

2014年4月 - 入力アセンブ リ100、 101、 および出力アセンブ リ113、 114、 115に有効警告エ リ アを追

加。

- 有効警告エ リ アセ ッ ト の選択を追加。

- 軽微の修正と更新

D
2020年2月 - 「ご承諾事項」 の更新。

- 「1. はじめに」 にEtherNet/IPの概要を追加。

E 2020年5月 軽微修正

改訂記号

Cat. No. SCHG-740E
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